
は
じ
め
に

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
中
国
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
地
位

中
華
民
国
外
交
部
橿
案
か
ら
み
る
条
約
国
と
無
条
約
国
と
の
法
的
差
異

本
章
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
終
結
を
契
機
と
し
て
、
中
華
民
国
北
京
政
府
が
新
輿
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
の
関
係
を
い
か
に
築
き
、
国
内
に
い

る
そ
れ
ら
新
興
諸
雨
国
民
を
法
的
に
ど
の
よ
う
に
処
遇
し
た
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
こ
の
問
題
は
、
大
戦
後
の
対
外
関
係
の
変
化
が
、
国
内

の
政
治
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
い
か
な
る
影
響
を
も
た
ら
し
得
た
の
か
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
出
入
国
管
理
の
制
度
化
、
「
外
国
人
」
問
題
や
無

国
籍
人
問
題
の
取
扱
い
な
ど
に
よ
り
、
自
国
内
に
秩
序
あ
る
公
共
空
間
を
形
成
す
る
た
め
に
、
避
け
ら
れ
な
い
緊
急
課
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ

と
は
、
第
三
、
六
、
七
章
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
領
事
裁
判
権
の
問
題
と
も
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。

中
華
民
国
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
一
九
一
七
年
―
―
―
月
、
ド
イ
ツ
帝
国
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
1
1

ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
と
国
交
を
断
絶
す
る
と
と

も
に
、
す
べ
て
の
条
約
を
破
棄
し
て
、
八
月
そ
れ
ら
の
国
々
に
宣
戦
布
告
し
た
。
ま
た
、
こ
の
年
に
革
命
が
起
こ
っ
た
ロ
シ
ア
帝
国
と
も
関
係

を
途
絶
し
た
が
、
ロ
シ
ア
（
ソ
連
）
と
締
結
し
た
条
約
の
法
的
有
効
性
は
そ
の
後
も
継
続
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
条
約
の
継
承
関
係
を
め
ぐ
る
紛

争
が
、
の
ち
に
中
華
民
国
と
新
巽
独
立
諸
国
と
の
間
で
領
事
裁
判
権
の
継
承
問
題
と
関
連
し
て
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。

貴
志

俊
彦
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大
戦
後
、

ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
中
部
や
東
部
に
は
多
く
の
独
立
国
が
成
立
し
た
が
、
中
華
民
国
は
一
九
一
九
年
六
月
の
ベ
ル
サ
イ
ユ
条
約
、
八
月
の

セ
ー
ブ
ル
条
約
の
批
准
を
拒
否
し
、
ま
た
一
九
―

-
0年
六
月
の
ト
リ
ア
ノ
ン
条
約
の
調
印
も
お
こ
な
わ
な
か
っ
た
た
め
、
各
国
と
個
別
に
独
立

国
承
認
問
題
、
旧
宗
主
国
の
条
約
の
継
承
問
題
、
新
興
の
条
約
未
締
結
国
国
民
、
す
な
わ
ち
本
章
で
い
う
無
条
約
国
国
民
を
め
ぐ
る
問
題
な
ど

に
つ
い
て
交
渉
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
帝
政
ロ
シ
ア
崩
壊
後
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
東
部
や
北
欧
、
イ
ラ
ン
と
の
国
境
に
成
立
し
た
新

輿
独
立
諸
国
と
も
、
同
様
な
問
題
を
抱
え
た
。
中
華
民
国
は
、
こ
う
し
た
戦
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
秩
序
の
変
化
に
対
応
を
迫
ら
れ
る
一
方
で
、
国
内

的
に
は
領
事
裁
判
権
の
撤
廃
を
に
ら
ん
で
租
界
、
租
借
地
な
ど
に
い
る
無
条
約
国
国
民
（
あ
る
い
は
「
無
領
事
裁
判
権
国
人
民
」
）
と
称
す
る
「
外

国
人
」
た
ち
の
法
的
処
遇
を
整
備
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。

こ
れ
は
、
清
末
、
第
三
国
の
保
護
国
民
と
化
し
た
南
洋
華
僑
に
対
し
て
園
籍
法
(
-
九
一

0
年
）
を
整
備
す
る
こ
と
で
法
的
規
制
を
試
み
た
こ

と
と
類
似
し
て
お
り
、
中
華
民
困
政
府
は
、
保
護
国
民
以
外
の
無
条
約
国
国
民
の
み
な
ら
ず
、
清
と
は
違
っ
て
新
奥
諸
国
の
無
条
約
国
国
民
を

領
事
裁
判
権
の
対
象
外
で
あ
る
こ
と
を
確
定
す
る
こ
と
を
最
大
の
課
題
と
し
た
。
一
方
、
条
約
国
は
、
こ
れ
ら
無
条
約
国
国
民
を
、
自
国
の
領

事
裁
判
権
の
下
に
お
く
保
護
国
民
と
し
て
登
録
し
た
り
、
あ
る
い
は
た
ん
に
そ
の
外
交
上
の
代
理
事
務
を
担
っ
た
り
し
た
が
、
以
下
述
べ
る
よ

う
に
両
者
の
問
題
は
と
き
と
し
て
条
約
国
側
や
無
条
約
国
国
民
に
よ
っ
て
混
在
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
中
華
民
国
政
府
と
の
紛
争

の
原
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
中
華
民
国
北
京
政
府
の
無
条
約
国
国
民
に
対
す
る
政
策
評
価
に
つ
い
て
は
、
外
交
史
の
立
場
か
ら
、

R
.

T
・
ポ
ラ
ー
ド
が
一
九
一
九
年
四
月
以
降
の
彼
ら
の
法
的
処
遇
の
変
化
に
注
目
し
て
お
り
、
こ
れ
を
受
け
て
坂
野
正
高
は
そ
の
変
化
に
つ
い
て

無
条
約
国
国
民
を
中
華
民
国
の
法
令
の
管
轄
下
に
お
く
方
針
へ
の
一
大
転
換
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
殻
近
で
は
、
北
京
政
府
に

よ
る
こ
う
し
た
国
権
回
収
の
成
果
を
、
「
修
約
外
交
」
の
成
果
と
し
て
評
価
す
る
研
究
も
表
わ
れ
て
い
る
。
本
章
で
は
、
こ
う
し
た
外
交
史
研

究
の
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
こ
れ
を
国
内
に
い
る
無
条
約
国
国
民
の
管
理
問
題
と
し
て
地
域
行
政
の
側
か
ら
、
事
例
を
ふ
ま
え
て
検
討
し

た
い
。
す
で
に
、
拙
稿
で
、
こ
の
時
期
の
中
華
民
国
の
都
市
行
政
に
お
け
る
主
権
確
立
の
問
題
を
天
津
の
旧
ド
イ
ツ
租
界
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
11

ハ
ン
ガ
リ
ー
租
界
、
ロ
シ
ア
租
界
の
返
還
問
題
を
事
例
と
し
て
検
証
し
、
租
界
の
接
収
11
主
権
の
確
立
と
は
い
い
が
た
い
こ
と
を
明
ら
か
に
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無
条
約
国
国
民
の
処
遇
に
つ
い
て
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
期
に
起
こ
っ
た
新
し
い
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
十
九
世
紀
末
、
清
朝
の
統
治
下
に

お
い
て
、
と
く
に
「
護
照
」
の
発
給
を
め
ぐ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
渉
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
で
、
「
中
国
人
」
と
「
外
国
人
」
の
線

引
き
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
お
こ
っ
た
。

当
時
の
「
護
照
」
に
は
、
三
つ
の
意
味
か
あ
っ
た
。
ひ
と
つ
は
パ
ス
ポ
ー
ト
に
類
似
す
る
も
の
で
自
国
政
府
発
給
の
も
の
、
二
つ
め
は
「
内
地
」

（
一
八
六
九
年
の
日
清
通
商
航
海
条
約
第
六
条
で
は
通
商
貿
易
港
を
中
心
と
し
た
五

0
キ
ロ
以
内
の
地
域
と
指
定
）
以
外
を
旅
行
す
る
際
の
「
内
地
遊
歴

護
照
」
ま
た
は
「
内
地
遊
歴
策
証
」
、
そ
し
て
三
つ
め
は
清
の
在
外
領
事
館
な
ど
が
外
国
人
向
け
に
発
給
す
る
も
の
で
、
今
日
の
入
国
ビ
ザ
に
近

い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
護
照
」
の
意
味
は
異
な
る
た
め
、
本
章
で
は
原
語
ど
お
り
「
護
照
」
の
ま
ま
用
い
る
。

清
末
に
問
題
と
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
う
ち
「
内
地
」
へ
の
旅
行
お
よ
び
居
住
の
許
可
に
関
す
る
事
柄
だ
っ
た
。
一
八
五
八
年
六
月
に
締
結
さ

れ
た
英
清
天
津
条
約
第
九
条
お
よ
び
仏
清
天
津
条
約
第
八
条
の
規
定
で
は
、
外
同
人
の
居
住
地
区
は
「
内
地
」
に
限
り
、
ま
た
「
内
地
」
外
へ
の

旅
行
を
希
望
す
る
場
合
は
、
居
住
証
明
書
を
「
内
地
遊
歴
護
照
」
に
換
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
「
内
地
避
歴
護
照
」
お
よ
び
居
住
な
ど
の
許

可
証
で
あ
る
「
居
住
執
賠
」
は
、
各
国
頷
事
が
発
給
し
、
地
方
の
官
吏
が
証
明
印
を
押
し
た
も
の
か
正
式
な
も
の
と
さ
れ
た
。
今
日
で
は
、
租

界
や
租
借
地
は
諸
外
国
の
支
配
の
象
徴
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
一
九
三

0
年
代
戦
争
が
激
化
す
る
ま
で
は
外
国
人
の
旅
行
や
届
住
の
権
限
を
制

1
一
清
末
に
お
け
る
「
護
照
」
発
給
問
題

し
、
当
時
の
内
政
問
題
の
複
雑
な
状
況
に
つ
い
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
う
し
た
租
界
回
収
問
題
に
つ
づ
き
、
本
章
で
は
台
湾
の
中
央
研
究

院
近
代
史
研
究
所
櫂
案
館
所
蔵
の
「
管
理
無
条
約
国
人
民
案
」
「
待
遇
無
条
約
国
人
辮
法
案
」
な
ど
一
群
の
外
交
部
未
公
刊
文
書
を
用
い
て
、
と

く
に
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
中
華
民
国
が
不
平
等
条
約
の
撤
廃
、
裁
判
権
の
独
立
を
試
み
る
な
か
で
、
無
条
約
国
国
民
を
い
か
に
法
的
に
位
置

づ
け
よ
う
と
し
た
か
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。

201 第9章 第一次世界大戦後の中国におけるヨーロッパ人の地位



口
は
ロ
シ
ア
の
保
護
下
に
あ
っ
た
が
、

限
す
る
た
め
の
区
画
地
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
日
本
内
地
の
外
国
人
居
留
地
と
そ
の
性
格
が
類
似
し
て
い
た
。

外
国
の
領
事
館
が
こ
う
し
た
「
護
照
」
を
発
給
す
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
自
国
民
に
対
し
て
で
あ
っ
た
が
、
条
約
締
結
国
が
第
三
国
国
民
を
保

護
国
民
と
し
て
処
遇
す
る
場
合
や
、
た
ん
に
中
華
民
国
に
外
交
機
関
が
な
い
と
き
に
代
わ
っ
て
代
理
事
務
を
お
こ
な
う
場
合
に
は
、
他
国
の
国

民
に
つ
い
て
も
発
給
が
可
能
と
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
一
九

0
八
（
光
緒
一
＿
＿
四
）
年
七
月
四
日
、
ド
イ
ツ
帝
国
外
交
部
は
ト
ル
コ
政
府
か
ら
清

と
の
交
渉
を
代
理
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
要
請
を
受
け
た
。
ト
ル
コ
は
自
国
民
が
中
国
人
と
同
じ
司
法
環
境
に
お
か
れ
る
の
を
回
避
す
る
た

め
、
ド
イ
ツ
に
外
交
上
の
代
理
事
務
を
委
託
す
る
こ
と
で
、
ド
イ
ツ
人
と
同
様
な
条
約
国
国
民
と
し
て
の
待
遇
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
ト
ル
コ

国
内
で
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
内
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
諸
民
族
が
自
立
に
向
け
た
運
動
を
開
始
し
た
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
ト
ル
コ
の
領
事
業
務
を
代

行
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
に
代
わ
っ
て
、
ド
イ
ツ
に
協
力
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ト
ル
コ
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
領
事
館
が
ト
ル
コ
人
の
「
護

照
」
の
発
給
も
請
負
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
中
華
民
国
外
交
部
に
対
し
て
こ
の
種
の
代
理
発
給
事
務
が
ド
イ
ツ
で
も
可
能
か
ど
う
か
を
打
診
し

た
。
ト
ル
コ
の
意
図
は
、
た
ん
な
る
外
交
事
務
の
代
理
と
い
う
範
囲
を
超
え
る
保
護
国
民
と
し
て
処
遇
さ
れ
る
か
ど
う
か
の
申
し
立
て
で
あ
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
、
中
華
民
国
外
交
部
は
無
条
約
国
国
民
へ
の
「
護
照
」
の
発
給
な
ど
一
切
の
こ
と
は
中
国
人
と
同
様
に
お
こ
な
い
、
清
代
の

裁
判
権
を
保
持
す
る
と
返
答
し
た
。
そ
の
根
拠
は
、
一
九

0
八
年
一

0
月
外
務
部
が
旧
宗
主
国
を
離
脱
し
た
新
輿
独
立
国
は
旧
宗
主
国
が
締
結

し
た
条
約
上
の
諸
権
利
を
継
承
す
る
こ
と
な
く
、
清
の
版
土
内
の
訴
訟
や
課
税
に
つ
い
て
の
法
令
を
遵
守
し
、
第
三
国
の
保
護
は
認
め
な
い
と

す
る
重
要
な
通
達
に
準
拠
し
て
い
た
。

さ
ら
に
、
翌
一
九

0
九
（
宣
統
冗
）
年
の
通
達
で
は
、
清
の
版
士
内
を
旅
行
す
る
際
に
発
行
す
る
「
内
地
遊
歴
設
照
」
に
つ
い
て
、
各
省
の
地

方
外
交
官
で
あ
る
交
渉
使
ま
た
は
税
関
官
吏
の
関
道
が
発
給
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
書
式
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
「
護
照
」
発
給

措
置
に
よ
っ
て
、
外
務
部
は
地
方
官
が
「
内
地
」
外
の
無
条
約
国
国
民
を
中
国
人
と
同
様
に
取
り
扱
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
た
。
し
か
し
、

現
実
に
は
依
然
と
し
て
、
無
条
約
国
国
民
で
あ
っ
て
も
条
約
締
結
国
の
保
護
に
よ
っ
て
隠
蔽
さ
れ
た
り
、
税
負
担
が
軽
減
さ
れ
た
り
し
た
例
が

あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
サ
ン
・
ス
テ
フ
ァ
ノ
条
約
以
来
、
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
帝
国
か
ら
独
立
し
た
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
セ
ル
ビ
ア
、
モ
ン
テ
ネ
グ

一
九

0
九
年
ロ
シ
ア
は
、
清
と
条
約
を
締
結
し
て
い
な
い
こ
れ
ら
諸
国
の
領
事
業
務
を
実
施
す
る
と
通
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(
1
)
新
興
独
立
諸
国
の
「
国
民
」
へ
の
対
応

中
華
民
国
が
成
立
し
た
後
も
、
清
の
「
内
地
遊
歴
護
照
」
や
査
証
制
度
は
踏
襲
さ
れ
た
。
し
か
し
、
第
一
次
大
戦
が
勃
発
す
る
と
、
敵
国
で

あ
っ
た
ド
イ
ツ
帝
国
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
1
1

ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
の
臣
民
に
は
「
徳
奥
人
注
冊
辮
法
」
が
適
用
さ
れ
て
、
中
華
民
国
国
内
に
お
け
る

活
動
が
制
限
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
一
七
年
八
月
一
四
日
に
公
布
さ
れ
た
「
審
理
敵
国
人
民
訴
訟
暫
行
章
程
」
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
帝
困
臣

(
U
)
 

民
の
審
理
は
中
華
民
国
の
法
廷
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
（
こ
の
章
程
は
翌
年
十
月
に
廃
止
）
。
さ
ら
に
、
ロ
シ
ア
革
命
勃
発
の
影
響
で
、

2
一
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
お
け
る
外
国
人
の
法
的
地
位
の
変
化

達
し
、
こ
れ
ら
の
保
護
民
も
居
住
、
旅
行
な
ど
に
お
い
て
必
要
な
ら
ば
「
護
照
」
を
発
給
す
る
と
と
も
に
、
治
外
法
権
の
対
象
と
す
る
こ
と
を
、

外
務
部
に
通
達
し
た
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
と
ル
ー
マ
ニ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
と
ギ
リ
シ
ア
と
の
間
に
も
、
こ
う
し
た
保
護
ー
被
保
護
関
係
は
存
在
し

た
。
そ
れ
ゆ
え
、
一
九

0
九
年
の
通
達
の
法
的
適
用
は
、
条
約
国
の
保
護
を
受
け
て
い
な
い
無
条
約
国
国
民
だ
け
に
限
定
さ
れ
た
と
解
釈
で
き

る
。
条
約
国
か
所
有
す
る
領
事
裁
判
権
も
、
こ
れ
ら
被
保
護
国
民
に
も
適
用
さ
れ
た
た
め
、
清
の
法
規
が
適
用
さ
れ
る
「
外
国
人
」
と
は
条
約

国
の
保
護
下
に
な
い
無
条
約
国
国
民
と
い
う
ご
く
一
部
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
顧
維
鈎
の
分
析
と
は
異
な
り
、
中
国
に
も
第
一
＿
一
国
の
保
護
国
民

が
お
り
、
条
約
国
の
干
渉
が
存
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
重
要
な
論
点
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
と
き
、
清
に
「
国
籍
法
」
が
な

か
っ
た
た
め
、
こ
の
規
定
を
適
用
す
る
「
外
国
人
」
は
い
か
な
る
対
象
な
の
か
、
依
然
そ
の
定
義
が
あ
い
ま
い
だ
っ
た
。
一
九
―

0
年
の
「
国

籍
法
」
の
制
定
に
あ
た
っ
て
問
題
視
さ
れ
た
の
は
、
周
知
の
よ
う
に
植
民
地
に
お
い
て
外
国
籍
に
「
登
録
」
し
た
華
僑
に
も
国
内
法
を
適
用
す

る
た
め
で
あ
る
と
同
時
に
、
以
上
の
よ
う
な
規
定
を
適
用
す
る
「
外
国
人
」
の
範
囲
を
確
定
す
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
。
清
末
、

「
国
籍
法
」
の
制
定
に
よ
っ
て
「
外
国
人
」
と
の
境
界
が
明
示
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
「
外
固
人
」
管
理
に
よ
り
条
約
国
の
保
護
を
受
け
て
い
な

い
無
条
約
国
国
民
に
も
自
国
法
を
適
用
し
よ
う
と
た
こ
と
は
、
外
交
上
の
前
進
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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在
華
ロ
シ
ア
帝
国
臣
民
の
法
的
地
位
も
微
妙
に
な
っ
た
。
た
だ
、
ロ
シ
ア
と
の
条
約
は
破
棄
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ま
た
一
九
一
八
年
―
一
月
新

た
に
公
布
さ
れ
た
「
外
困
法
律
引
用
章
程
」
に
も
と
つ
き
、
ロ
シ
ア
法
の
適
用
は
中
華
民
国
が
適
用
す
る
法
律
条
例
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
差
し

支
え
な
い
と
の
見
解
が
提
示
さ
れ
た
た
め
、
領
事
裁
判
権
そ
の
他
の
特
権
は
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

大
戦
後
の
パ
リ
講
和
会
議
で
は
、
中
華
民
国
が
国
内
に
お
け
る
裁
判
権
を
掌
握
す
る
た
め
、
領
事
裁
判
権
の
撤
廃
を
主
張
し
、
あ
ら
た
め
て

在
華
無
条
約
国
国
民
の
管
理
を
徹
底
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
会
議
中
の
一
九
一
九
年
二
月
、
中
華
民
国
は
新
興
独
立
国
で
外
交
関
係
の
な
い
国

の
国
民
を
無
条
約
国
国
民
と
認
定
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
新
興
独
立
諸
国
の
国
民
か
中
華
民
国
に
入
国
す
る
場
合
は
、

す
べ
て
中
華
民
国
の
法
律
を
守
り
、
訴
訟
事
件
に
お
い
て
も
同
国
の
司
法
機
関
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
、
問
題
に
な
っ
た
の
か
「
護
照
」
の
発
給
権
限
を
め
ぐ
っ
て
で
あ
る
。
一
九
一
九
年
四
月
、
外
交
部
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
成
立

し
た
新
興
諸
国
と
い
か
に
条
約
を
締
結
し
て
い
く
べ
き
か
方
針
を
た
て
、
ま
た
在
華
「
外
国
人
」
の
う
ち
無
条
約
国
園
民
を
い
か
に
処
遇
す
る

か
を
検
討
す
る
た
め
に
、
財
政
、
司
法
、
農
商
、
内
務
各
部
に
対
し
共
同
会
議
を
呼
び
か
け
た
。
内
務
部
は
王
楊
濱
、
李
升
培
を
派
遣
し
、
財

政
部
は
哀
永
廉
、
李
景
銘
、
呉
乃
探
、
司
法
部
は
林
志
釣
を
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
会
議
に
参
加
さ
せ
た
（
農
商
部
派
遣
員
の
氏
名
は
不
明
）
。
会
議
は
、

四
月
九
日
と
―
一
日
の
二
回
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
、
国
際
的
な
平
等
の
原
則
の
も
と
、
不
平
等
条
約
の
慣
例
を
是
正
し
、
新
興
独
立
国
が
こ

れ
と
同
じ
特
殊
な
待
遇
を
要
求
す
る
こ
と
を
阻
止
す
る
た
め
に
検
討
を
積
み
璽
ね
た
。
何
よ
り
無
条
約
国
国
民
を
処
遇
す
る
た
め
の
立
法
措
置

を
と
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
際
課
税
や
民
事
刑
事
訴
訟
と
も
中
国
人
と
一
律
平
等
で
あ
る
こ
と
、
清
代
と
は
異
な
り
第
三
国
の
保
護
は

認
め
な
い
こ
と
な
ど
を
基
本
方
針
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
か
、
四
月
二
＿
―
-
日
に
は
、
内
戦
期
の
ロ
シ
ア
領
事
館
は
、
中
華
民
国
外
交
部
宛
に
、
在
華
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
人
を
い
か
な
る
機
関

で
管
轄
す
る
の
か
、
中
華
民
国
は
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
を
国
家
承
認
す
る
の
か
ど
う
か
（
前
年
九
月
交
戦
団
体
と
し
て
承
認
済
み
）
、
通
商
貿
易
地

に
お
い
て
同
国
の
代
表
を
い
か
な
る
人
物
に
託
す
の
か
な
ど
と
打
診
し
て
き
た
。
周
知
の
と
お
り
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
は
前
年
一
九
一
八
年

―
一
月
マ
サ
リ
ク
を
首
班
と
し
て
共
和
国
成
立
宣
言
を
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
こ
の
問
い
合
わ
せ
は
、
直
後
に
下
記
の
「
待
遇
無
条
約
国
人
民

辮
法
」
が
公
布
さ
れ
た
た
め
、
四
月
―
一
九
日
外
交
部
は
ロ
シ
ア
領
事
館
に
も
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
国
民
は
こ
の
法
令
に
準
拠
し
た
処
遇
を
受
け
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(17) 

る
こ
と
を
伝
え
た
。
ま
た
、

チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
と
同
じ
月
に
ピ
ウ
ス
ー
ツ
キ
を
国
家
首
席
と
し
て
独
立
を
宣
言
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
対
し
て

も
、
同
国
国
民
の
処
遇
が
問
題
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
四
月
二
八
日
に
、
中
華
民
国
海
軍
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
駐
屯
代
理
将
軍
林
建
章
は
、
連

合
軍
会
議
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
参
加
が
検
討
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
同
国
の
独
立
承
認
可
否
の
方
針
を
外
交
部
に
求
め
た
。
五
月
一
七
日
に
は
、

陸
軍
か
ら
も
外
交
部
宛
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
承
認
問
題
を
検
討
す
る
よ
う
に
要
請
が
あ
っ
た
。
一
九
日
も
同
じ
く
、
陸
軍
部
が
ベ
ル
サ
イ
ユ
条

約
案
第
三
章
で
ド
イ
ツ
か
新
腿
独
立
国
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
承
認
し
た
と
の
ロ
イ
タ
ー
電
を
紹
介
し
、
外
交
部
に
対
し
て
こ
の
件
に
つ
い
て
の
調
査

(18) 

を
促
し
た
。

こ
う
し
た
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
外
交
上
の
承
認
問
題
と
前
後
し
て
、
同
国
国
民
を
含
め
た
無
条
約
国
国
民
の
処
遇
が
検
討

さ
れ
て
、
四
月
―
一
七
日
に
は
徐
世
昌
が
大
総
統
令
「
待
遇
無
条
約
国
人
民
辮
法
」
を
各
省
宛
に
公
布
し
た
。
こ
の
法
令
に
よ
っ
て
、
中
華
民
国

に
居
住
、
旅
行
す
る
無
条
約
国
国
民
は
、
旧
帝
国
時
代
の
条
約
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
課
税
や
訴
訟
に
つ
い
て
は
中
華
民
国
の
法
令
を

遵
守
し
、
い
か
な
る
他
国
に
も
代
理
保
護
さ
れ
な
い
こ
と
が
明
示
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
清
代
に
お
け
る
よ
う
な
保
護
国
ー
被
保
護
国
の
関

係
に
法
規
上
終
止
符
が
う
た
れ
、
す
べ
て
の
無
条
約
国
国
民
は
同
一
の
法
的
境
遇
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
法
令
は
お
お
ま
か
な
内
容
だ
っ
た
の
で
、
各
主
管
機
関
、
例
え
ば
民
事
刑
事
訴
訟
に
つ
い
て
は
司
法
部
、
内
地
雑
居
問
題
に
つ
い
て
は

内
政
部
、
課
税
事
項
に
つ
い
て
は
財
政
部
が
検
討
、
補
足
し
、
国
務
院
会
議
で
審
議
、
決
定
し
た
。
こ
う
し
て
、
一
九
一
九
年
六
月
二
二
日
、

徐
世
昌
大
総
統
が
「
管
理
無
条
約
国
人
民
章
程
」
を
公
布
し
、
即
日
施
行
と
な
っ
た
。
こ
の
法
令
に
よ
る
と
、
無
条
約
国
国
民
が
中
華
民
国
に

入
国
す
る
と
き
は
行
政
官
署
が
本
章
程
に
よ
り
管
理
し
（
第
一
条
）
、
そ
の
際
「
護
照
」
お
よ
び
身
分
、
戦
業
を
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
二

条
）
、
無
条
約
国
国
民
は
通
商
貿
易
地
な
ど
外
国
人
が
居
住
を
許
可
さ
れ
て
い
る
所
に
居
住
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
際
、
当
該
地
方
が
定
め

て
い
る
賃
貸
規
約
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
六
条
）
、
無
条
約
国
国
民
が
「
内
地
」
外
を
旅
行
す
る
と
き
は
「
護
照
」
を
持
参
す
る
こ
と

と
し
、
旅
行
す
る
地
方
で
の
測
量
は
認
め
ら
れ
な
い
（
第
七
条
）
、
無
条
約
国
国
民
は
「
内
地
」
で
動
産
・
不
動
産
の
賃
貸
業
や
新
聞
・
雑
誌
の

(20) 

編
集
や
発
行
に
従
事
で
き
な
い
し
、
い
っ
さ
い
の
政
治
活
動
を
お
こ
な
う
こ
と
は
で
き
な
い
（
第
八
、
九
条
）
な
ど
と
規
定
さ
れ
た
。

半
年
に
わ
た
る
検
討
の
後
、
内
務
部
は
一

0
月
七
日
、
こ
の
章
程
に
基
づ
い
て
「
施
行
細
則
」
（
草
案
）
全
八
条
を
策
定
し
外
交
部
に
通
達
し
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た
が
、
外
交
部
と
内
務
部
と
の
協
議
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
一
―
月
二
五
日
、
外
交
部
は
内
務
部
宛
に
江
蘇
交
渉

員
か
ら
の
書
簡
だ
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
内
容
を
連
絡
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
前
年
―
一
月
ラ
ト
ビ
ア
の
ウ
ル
マ
ニ
ス
が
独
立
宣
言
を
発
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上
海
に
い
る
ラ
ト
ビ
ア
人
は
無
条
約
国
国
民
と
同
一
の
扱
い
を
受
け
て
お
り
、
ま
た
同
国
の
上
海
駐
在
代
表
が
正
式
に

承
認
を
受
け
て
い
な
い
状
況
下
で
ラ
ト
ビ
ア
政
府
が
発
給
し
た
「
護
照
」
を
合
法
的
な
も
の
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
な
い
、
さ
ら
に
旧
ロ
シ
ア

帝
国
の
条
約
を
継
承
す
る
こ
と
が
な
い
以
上
、
在
華
所
在
地
で
の
登
録
手
続
き
な
ど
の
保
護
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
、
内
務
部
は
「
無
条
約
国

人
民
章
程
施
行
細
則
」
で
こ
の
種
の
取
り
扱
い
を
規
定
し
て
い
る
が
、
同
細
則
自
体
が
頒
布
さ
れ
て
い
な
い
状
況
を
鑑
み
て
、
江
蘇
交
渉
員
の

(22) 

問
い
合
わ
せ
に
ど
う
対
応
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
結
局
、
こ
の
問
い
合
わ
せ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
ご
一
月

1
0日
「
無
条
約
国
人
民
章
程
施
行
細
則
」
が
国
務
院
会
議
を
へ
て
公
布
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
章
程
に
は
、
外
国
人
の
居
住
条
件
が
緩
和
さ
れ

る
一
方
、
入
出
国
管
理
規
定
を
い
っ
そ
う
厳
格
に
す
る
な
ど
の
修
正
が
加
え
ら
れ
た
。
修
正
後
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
無
条
約

国
国
民
の
入
国
手
続
き
は
海
関
職
員
（
委
託
も
可
）
や
地
方
行
政
官
が
こ
れ
を
お
こ
な
い
（
第
一
条
）
、
「
護
照
」
に
は
入
国
印
を
押
し
、
入
国
し

た
無
条
約
国
国
民
の
姓
名
、
出
身
、
職
業
、
入
国
理
由
な
ど
を
記
し
た
リ
ス
ト
を
月
ご
と
に
地
方
の
最
高
行
政
官
署
を
通
じ
て
外
交
部
、
内
務

部
と
と
も
に
交
渉
公
署
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
二
条
）
、
地
方
居
住
者
は
地
元
の
官
庁
で
「
護
照
」
を
提
示
し
た
後
登
録
し
居
住
証

書
を
発
給
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
三
条
）
、
「
内
地
」
外
へ
の
旅
行
の
期
限
を
三
か
月
と
し
、
旅
行
す
る
理
由
、
場
所
、
期
間
を

事
前
に
居
住
地
の
行
政
官
署
に
届
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
五
条
）
、
な
お
本
細
則
が
称
す
る
と
こ
ろ
の
地
方
行
政
官
署
と
は
警
察
庁
、
警
察

局
を
い
い
、
こ
れ
が
な
い
場
合
は
県
公
署
を
指
す
（
第
八
条
）
な
ど
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
か
、
入
出
国
管
理
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
「
護
照
」
に
つ
い
て
の
準
拠
規
定
、
管
轄
機
関
が
充
分
に
検
討
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ

の
た
め
、
一
九
一
九
年
九
月
一
九
日
に
は
、
中
華
民
国
駐
デ
ン
マ
ー
ク
公
使
が
外
交
部
を
通
じ
て
内
務
部
宛
に
、
旧
ド
イ
ツ
、
旧
オ
ー
ス
ト

リ
ア
1
1

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
国
籍
を
有
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
は
無
条
約
国
国
民
で
あ
る
が
、
在
外
領
事
館
が
「
護
照
」
を
発
給
し
て
い
な
い
現
状
か

(24) 

ら
、
か
れ
ら
が
中
華
民
国
に
入
国
を
希
望
す
る
場
合
ど
の
よ
う
な
方
法
を
と
っ
た
ら
い
い
の
か
と
の
打
診
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
外
交

(25) 

部
は
、
領
事
館
か
「
護
照
」
を
発
行
す
る
案
を
作
成
し
、
内
務
部
も
こ
れ
に
同
意
し
た
。
こ
う
し
て
在
外
公
館
が
「
護
照
」
を
発
行
す
る
権
限
を
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得
た
こ
と
は
、
中
華
民
国
へ
の
入
国
を
制
度
的
に
整
備
す
る
こ
と
に
な
り
、
入
出
国
管
理
に
お
い
て
画
期
点
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
「
外
国

人
」
が
中
華
民
固
に
入
国
す
る
と
、
一
週
間
以
内
に
「
護
照
」
を
も
っ
て
近
く
の
交
渉
使
に
そ
の
押
印
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
い
、
領
士
内
に

居
住
す
る
場
合
は
そ
の
住
所
も
交
渉
使
に
報
告
し
て
内
務
部
が
発
給
す
る
居
住
証
明
書
（
居
住
執
照
）
を
取
得
す
る
こ
と
、
通
商
貿
易
地
や
租

界
な
ど
に
い
る
無
条
約
国
国
民
は
、
こ
の
種
の
居
住
証
明
書
を
所
持
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
内
務
部
は
「
護
照
」
の
形
式
を
統
一
し
、
「
国
籍
」
「
氏
名
」
「
入
国
日
」
「
出
発
地
」
「
人
国
地
」
「
携
帯
物
品
」
「
随
行
家
族
」
「
写
真
添

付
」
「
申
請
年
月
日
」
を
記
録
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
毎
月
入
国
し
た
者
の
氏
名
、
国
籍
な
ど
の
事
項
を
記
し
た
報
告

が
編
纂
さ
れ
外
交
部
な
ど
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
懸
案
で
あ
っ
た
「
護
照
」
の
形
式
は
統
一
さ
れ
、
「
無
条
約
国
人
赴
華

(28) 

使
領
各
館
発
給
執
照
蒋
法
」
が
地
方
官
署
お
よ
び
海
関
に
通
知
さ
れ
、
一
―
一
月
二

0
日
か
ら
施
行
開
始
と
な
っ
た
。

ま
た
、
無
条
約
国
国
民
の
居
住
証
明
書
発
給
の
問
題
も
残
っ
て
い
た
。
一
九
一
九
年
―
一
月
五
日
、
無
国
籍
の
シ
ャ
ム
ロ
フ
（
沙
木
羅
浮
）

は
”
無
国
籍
許
可
証
“
の
発
給
を
申
請
し
た
が
、
中
華
民
国
内
務
部
の
判
断
で
は
シ
ャ
ム
ロ
フ
の
よ
う
な
無
国
籍
国
民
に
は
「
管
理
無
条
約
国

人
民
章
程
」
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
無
条
約
国
国
民
の
こ
の
種
の
“
証
明
書
“
の
発
行
を
受
け
る
資
格
は
な
い
し
、
国

際
慣
例
上
こ
う
し
た
申
請
で
証
明
書
を
発
行
す
る
こ
と
は
な
い
と
の
判
断
を
下
し
た
。
一
方
、
外
交
部
は
、
シ
ャ
ム
ロ
フ
が
申
請
し
て
い
る
の

は
じ
つ
は
居
住
証
明
書
に
す
ぎ
ず
、
各
国
の
慣
例
で
は
こ
れ
は
警
察
庁
で
発
給
が
可
能
で
あ
る
か
ら
、
内
務
部
の
ほ
う
で
こ
の
種
の
発
行
に
つ

い
て
対
策
を
た
て
る
よ
う
に
と
要
請
し
た
。
こ
の
外
交
部
の
要
請
に
対
し
て
、
内
務
部
は
「
管
理
無
条
約
国
人
民
章
程
施
行
細
則
」
の
第
三
条

第
二
項
の
無
条
約
国
国
民
の
登
録
の
項
に
、
「
居
住
証
明
を
発
給
す
る
」
を
追
加
す
る
こ
と
で
対
応
が
可
能
で
あ
る
と
返
答
し
た
。
結
局
、
同

月
七
日
、
内
務
部
は
シ
ャ
ム
ロ
フ
の
事
件
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
無
国
籍
国
民
で
あ
れ
無
条
約
国
国
民
で
あ
れ
、
条
約
国
国
民
以
外
は
一
律
「
管

理
無
条
約
国
人
民
章
程
」
お
よ
び
そ
の
「
施
行
細
則
」
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
だ
と
判
断
し
、
外
交
部
も
こ
れ
を
了
承
し
た
。
こ
う
し
た
規
則
は
、

そ
れ
ま
で
法
的
規
制
外
に
あ
っ
た
無
国
籍
者
に
と
っ
て
は
朗
報
と
い
え
た
。

こ
の
よ
う
に
制
度
改
正
は
着
実
に
進
展
を
見
せ
た
が
、
各
国
が
中
華
民
国
の
施
策
に
理
解
を
示
し
、
す
ぐ
さ
ま
そ
れ
ら
を
遵
守
し
た
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。
―
二
月
九
日
、
ラ
ト
ビ
ア
は
中
華
民
国
外
交
部
宛
の
書
簡
で
、
在
上
海
代
表
か
ら
そ
の
年
の
六
月
二
二
日
の
大
総
統
令
で
新
興
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独
立
国
家
に
対
す
る
治
外
法
権
取
り
消
し
の
知
ら
せ
を
受
け
た
が
、
両
國
の
法
律
は
異
な
り
、
ラ
ト
ビ
ア
は
す
で
に
某
大
国
に
在
華
ラ
ト
ビ
ア

園
民
の
代
理
保
護
を
依
頼
し
た
と
知
ら
せ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
、
中
華
民
國
は
ラ
ト
ビ
ア
を
正
式
に
承
認
す
る
以
前
で
あ
っ
た
か
ら
、
同
園

の
要
求
は
将
来
条
約
締
結
後
に
協
議
す
る
こ
と
と
通
知
し
た
。
ラ
ト
ビ
ア
側
は
こ
れ
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
翌
一
九
二

0
年
二
月
―
一
日
、

イ
ギ
リ
ス
駐
在
ラ
ト
ビ
ア
公
使
を
通
じ
て
中
華
民
国
外
交
部
宛
に
、
ラ
ト
ビ
ア
が
旧
ロ
シ
ア
帝
国
時
代
と
同
様
に
、
在
華
治
外
法
権
お
よ
び
そ

の
他
の
利
益
を
享
受
で
き
な
い
か
と
問
合
わ
せ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
五
月
二
二
日
に
も
、
ラ
ト
ビ
ア
政
府
は
中
華
民
国
外
交
部
に
対
し
て
、
在

華
ラ
ト
ビ
ア
人
に
治
外
法
権
を
与
え
る
よ
う
に
依
頼
し
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
同
日
、
中
華
民
国
外
交
部
は
施
肇
基
に
対
し
、
旧
ド
イ
ツ

帝
国
、
旧
オ
ー
ス
ト
リ
ア
1
1

ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
と
旧
ロ
シ
ア
帝
国
そ
れ
ぞ
れ
の
旧
臣
民
の
間
に
法
的
な
区
別
は
な
く
、
中
華
民
国
と
条
約
締
結

が
な
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
無
条
約
国
国
民
と
同
様
に
処
遇
す
る
こ
と
や
、
将
来
中
華
民
国
と
ラ
ト
ビ
ア
が
通
商
条
約
を
締
結
す
れ
ば
、
領
事
裁

判
権
は
破
棄
さ
れ
る
と
通
知
し
、
方
針
を
再
確
認
さ
せ
た
。
こ
れ
を
も
と
に
、
七
月
一
―
一
日
施
肇
基
は
イ
ギ
リ
ス
駐
在
ラ
ト
ビ
ア
公
使
ビ
セ
ネ

ク
(G.

W
 Bis
s
e
n
e
e
k
)

宛
に
返
答
書
簡
を
送
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
中
華
民
国
外
交
部
は
、
旧
オ
ー
ス
ト
リ
ア
1
1

ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
や
旧
ロ
シ
ア

帝
国
か
ら
分
離
独
立
し
た
新
興
諸
国
を
含
め
、
す
べ
て
の
条
約
未
締
結
国
の
処
遇
は
当
然
ラ
ト
ビ
ア
に
も
適
用
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

中
華
民
国
が
パ
リ
講
和
会
議
に
お
け
る
領
事
裁
判
権
撤
廃
に
つ
い
て
宣
言
し
た
声
明
の
通
り
で
あ
る
と
伝
え
た
。
ラ
ト
ビ
ア
公
使
ビ
セ
ネ
ク
は
、

翌
日
こ
れ
に
翻
訳
文
を
つ
け
て
本
国
に
送
付
し
た
。
た
だ
、
こ
の
一
連
の
や
り
と
り
で
は
、
ラ
ト
ビ
ア
が
領
事
裁
判
権
を
破
棄
し
た
の
が
い
つ

か
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
中
華
民
国
側
の
言
い
分
ど
お
り
に
事
が
進
ん
だ
と
は
思
わ
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
中
華
民
国
に
お
け
る
出
入
国
管
理
の
制
度
改
善
が
進
む
一
方
、
新
興
独
立
諸
国
は
領
事
裁
判
権
に
執
着
を
み
せ
る
と
い
う
逆

行
現
象
が
見
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
な
か
、
一
九
二

0
年
八
月
、
前
江
蘇
管
理
特
種
財
産
事
務
分
局
顧
問
の
チ
ェ
コ
人
エ
ン
ゲ
ル

(M.
M. En
g
e
l
)
 

は
外
交
部
に
「
中
国
と
無
条
約
国
」
な
る
意
見
書
を
送
っ
た
。
エ
ン
ゲ
ル
は
各
国
言
語
に
通
暁
し
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
に
つ
い
て
も
詳

し
い
人
物
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
上
海
の
間
北
水
電
工
廠
、
蘭
北
市
政
庁
、
そ
し
て
江
蘇
管
理
特
種
財
産
事
務
分
局
の
顧
問
な
ど
を
歴
任
し
、

在
華
一

0
年
の
経
験
の
も
と
中
華
民
国
の
状
況
に
つ
い
て
も
知
悉
し
て
い
た
。
エ
ン
ゲ
ル
書
簡
の
論
点
は
、
お
お
む
ね
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
上
海
の
公
共
租
界
内
の
無
条
約
国
国
民
は
、
均
し
く
中
華
民
国
の
法
律
の
管
轄
下
に
あ
り
、
地
方
政
府
が
租
界
内
に
設
置
さ
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せ
た
会
審
公
解
が
そ
の
任
に
あ
た
る
こ
と
、
会
審
公
癬
は
外
国
領
事
団
の
管
理
を
受
け
る
が
、
中
華
民
国
が
設
置
し
た
法
廷
で
あ
る
こ
と
、
そ

れ
ゆ
え
こ
の
法
廷
は
中
華
民
国
が
定
め
た
法
律
お
よ
び
規
定
を
遵
守
さ
せ
る
権
限
を
有
し
て
お
り
、
租
界
内
の
士
地
・
家
屋
を
め
ぐ
る
紛
争
が

起
こ
っ
た
と
き
に
権
限
を
行
使
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
会
審
公
解
も
「
管
理
無
条
約
国
人
民
章
程
」
を
準
拠
法
と
し
て
執
行
で
き
る
こ
と
を
主

張
し
た
。
さ
ら
に
、
上
海
で
は
、
内
務
部
に
代
わ
っ
て
地
方
長
官
が
代
理
し
て
発
給
す
る
居
住
証
明
書
を
取
得
し
な
い
と
、
無
条
約
国
国
民
も

中
華
民
国
の
官
憲
が
随
時
逮
捕
拘
禁
し
、
法
廷
で
裁
い
て
も
よ
い
の
で
あ
り
、
上
海
租
界
工
部
局
と
い
え
ど
も
こ
の
権
限
を
阻
止
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
明
言
し
た
。
エ
ン
ゲ
ル
の
主
張
は
、
当
時
す
で
に
無
条
約
国
の
代
表
が
非
公
式
の
領
事
辮
公
処
を
中
華
民
国
国
内
に
設
置
し
て
本

国
国
民
の
登
録
を
す
る
な
ど
の
領
事
業
務
を
お
こ
な
っ
て
い
る
例
が
あ
る
こ
と
を
憂
い
て
い
た
の
だ
。
実
際
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
そ
う
し
た
代
表

を
設
け
た
ほ
か
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
、
ラ
ト
ビ
ア
な
ど
も
、
同
種
の
組
織
を
設
置
し
て
い
た
と
い
う
。
国
権
を
揺
る
が

し
か
ね
な
い
こ
う
し
た
非
公
式
な
領
事
業
務
の
遂
行
を
阻
止
す
る
た
め
に
も
、
公
共
租
界
内
で
は
会
審
公
癬
に
よ
っ
て
「
管
理
無
条
約
国
人
民

(32) 

章
程
」
が
執
行
さ
れ
る
時
期
が
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
良
い
、
と
い
う
の
が
彼
の
主
張
で
あ
っ
た
。
エ
ン
ゲ
ル
の
意
見
書
は
、
第
一
次
世
界
大
戦

終
戦
直
後
の
過
渡
的
な
状
況
に
制
度
的
な
改
善
を
加
え
る
よ
う
に
指
摘
す
る
妥
当
な
提
案
だ
っ
た
。

(
2
)
在
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
領
事
館
発
給
「
護
照
」
の
例

一
九
一
九
年
―
二
月
一

0
日
、
上
述
し
た
「
無
条
約
国
人
民
章
程
施
行
細
則
」
が
公
布
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
直
後
の
領
事
業
務
の
実

態
を
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
駐
在
領
事
が
発
給
し
た
「
護
照
」
リ
ス
ト
を
通
じ
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。
表
9
|
l
は
、
一
九
一
九
年
―
―
一
月
末

か
ら
一
九
二

0
年
五
月
ま
で
の
約
六
か
月
間
に
つ
い
て
、
在
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
領
事
館
の
外
交
部
宛
報
告
書
を
も
と
に
作
成
し
た
も
の
で
あ

る
。
わ
ず
か
半
年
の
統
計
で
あ
り
、
二
月
分
が
欠
落
す
る
不
備
が
あ
り
な
が
ら
も
、
こ
の
表
を
通
じ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
中
華
民
国
と
の
間
の

人
の
移
動
に
と
っ
て
、
極
東
シ
ベ
リ
ア
の
中
核
都
市
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
が
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
た
こ
と
が
検
証
で
き
る
。
こ
の
表
に
よ

る
と
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
領
事
は
‘
―
二
月
二
二
日
か
ら
「
護
照
」
を
発
給
し
始
め
た
こ
と
、
そ
の
直
後
一
か
月
あ
ま
り
の
間
の
発
給
数
は
多

く
な
い
も
の
の
、
翌
一
九
二

0
年
二
月
以
降
に
な
る
と
七

0
ー
九

0
の
「
護
照
」
が
発
給
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
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当
時
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
は
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、

こ
と
を
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
の
新
興
菌
家
の
国
民
が
、
中
華
民
国
を
訪
れ
た
り
、
国
内
を
通
過
し
て
他
国
へ
移
動
す
る
こ
と
を
希
望

す
る
場
合
が
多
く
て
対
処
方
法
に
苦
慮
し
て
い
る
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
問
い
合
わ
せ
で
は
、
新
興
諸
国
家
の
国
民
を
、

旧
敵
国
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
両
国
民
と
同
じ
無
条
約
国
国
民
と
し
て
扱
っ
て
よ
い
か
ど
う
か
も
外
交
部
に
確
認
し
て
い
た
。

さ
て
、
こ
の
表

9
_
1
を
申
請
者
の
国
籍
別
に
み
る
と
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
九

0
(三
ニ
・
三
％
）
と
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
五
六
（
二

0
.
-
%）
が

半
数
を
超
え
て
お
り
、
そ
の
後
に
ラ
ト
ビ
ア
四
八
(
-
七
・
ニ
％
）
、
エ
ス
ト
ニ
ア
ニ
八

(
1
0
・
0
%）
、
ギ
リ
シ
ア
ニ
三
（
八
・
ニ
％
）
が
続
い

て
い
る
。
さ
ら
に
、
戦
業
別
に
み
る
と
、
鹿
人
八
一
、
技
師
四
六
、
船
舶
業
一
四
、
学
生
―
二
、
軍
人
―
-
、
裁
縫
師
一

0
が
上
位
を
占
め
て

い
た
。
こ
の
う
ち
人
数
の
多
い
商
人
を
国
籍
別
に
み
る
と
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
一
六
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
人
一
四
、
ギ
リ
シ
ア
人
―
二
、
ラ
ト

ビ
ア
人
―
-
、
ま
た
技
師
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
―

1
0、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
人
一
三
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
婦
女
と
だ
け
記
さ
れ
て
い
る

者
が
―
―
―
―
一
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
女
性
は
戦
業
婦
人
な
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
表
の
数
値
か
ら
み
る
と
、
裁
縫
師
は
す
べ
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
で

あ
っ
た
し
、
こ
の
仕
事
に
携
わ
る
婦
女
も
四
割
近
く
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
だ
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
、
シ
カ
ゴ
な
ど
の
都

市
部
に
移
住
し
た
東
欧
系
ユ
ダ
ヤ
人
が
タ
バ
コ
、
皮
革
、
衣
服
な
ど
の
工
場
労
働
者
と
な
り
、
自
園
で
の
経
験
を
生
か
し
て
裁
縫
師
に
な
っ
た

こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
ユ
ダ
ヤ
人
の
商
人
が
家
族
を
あ
げ
て
極
東
に
移
っ
て
い
た
こ
と
を
想
起
す
る
こ
と
は
で
き
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
表
の
典
拠
と
な
っ
た
文
書
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
の
「
護
照
」
発
給
の
目
的
は
、
帰
国
そ
の
ほ
か
の
理
由
で
中
華
民
国
国

内
を
通
過
す
る
た
め
が
一
五
四
（
五
五
・
ニ
％
）
と
過
半
数
を
超
え
て
い
た
ほ
か
、
商
売
の
た
め
と
す
る
者
が
五
一
(
-
八
・
三
％
）
、
夫
に
随
行
、

家
族
の
訪
問
な
ど
家
庭
の
事
情
を
挙
げ
る
者
が
一
六
（
五
・
七
％
）
、
そ
の
ほ
か
治
療
や
居
住
、
求
戦
や
就
峨
の
た
め
だ
っ
た
。
ロ
シ
ア
内
戦
の

さ
な
か
で
あ
っ
た
た
め
、
過
半
数
の
者
に
と
っ
て
、
中
華
民
国
を
通
じ
て
移
動
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
申
請
者
が
希
望
す
る

渡
航
先
を
み
る
と
、
母
国
へ
の
帰
国
希
望
者
―
二
九
（
四
六
・
ニ
％
）
が
半
数
近
く
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
他
は
上
海
七
六
（
二
七
・
ニ
％
）
、

ノ‘

ロ
シ
ア
十
月
革
命
や
シ
ベ
リ
ア
出
兵
、
第
一
次
世
界
大
戦
な
ど
の
戦
禍
を
逃
れ
た
難
民
で
あ
ふ
れ
か
え
り
、

吹
き
溜
ま
り
の
よ
う
な
町
に
な
っ
て
い
た
。
一
九
二

0
年
一
月
五
日
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
駐
在
総
領
事
か
ら
外
交
部
総
長
お
よ
び
次
長
宛
の
問

い
合
わ
せ
で
は
、
戦
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ラ
ト
ビ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
な
ど
が
独
立
し
た
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表 9-1 「ウラジオストク駐在領事発給無約国国民『護照』一覧」

国 籍 合計 目的地 小計 1919/12/22-31 1920/1/ 1920/3/ 

ウクライナ 2 ハルビン I 
,, 天津 I 

エストニア 28 上海 7 1 2 

" 天津 3 
,, ハルピン 3 
,, 婦国 12 2 

" ロシア I 
,, アフリカ 2 

ラトビア 48 上海 ， 2 1 

" 北京 1 
,, 天津 1 

" 満洲里 I 

" 長春 1 1 
,, ハルビン s 2 

" 黒河 1 

" 婦国 26 6 
,, シベリア 3 

リトアニア 2 ハルビン 1 

" 帰国 1 
ベラルーシ 1 ハルピン 1 1 
ポーランド 90 上海 32 1 IO 4 
,, ハルピン 19 11 
,, 緩芥河 I I 

" 黒河 I 
,, 帰国 34 14 

" イギリス I 

” フランス I 
,, アメリカ I 1 

チェコスロパキア 56 上海 ， 6 I 
,, 北京 2 I 
,, ハルビン 3 I 

" 、帰国 41 23 
,, イギリス I 

]レーマニア ， 上海 3 I 

" ハルビン 2 I 
,, 帰国 4 I 

セルビア 6 上海 I I 

" ハルビン 2 2 
,, 帰国 3 3 

ユーゴスラビア＊ 6 帰国 6 4 
ギリシア 23 上海 11 2 5 
,, ハルビン 10 3 
N 奉天 I 

" 帰国 I I 
グルジア l ハルビン I 
アルメニア 4 上海 2 I 

" ハルビン 2 
イラン 1 上海 I I 
ポリビア 2 上海 I 

" 帰国 I 

279 小計 279 3 24 91 

【出典］ ① ② ③ 

① 1920年2月 13日，駐海参版総領事→外交部，呈（外交部福案 03-34, 9-(2)) 

②同上

③ 1920年 5月 15日，駐海参威総頷事→外交部，呈（同上）

④ 1920年5月 24日，駐海参版総領事館→外交部，呈（同上）

⑤ 1920年 6月16日，駐海参威総領事館→外交部，呈（同上）

（単位：件）

1920/4/ 1920/5/ 

1 
1 

2 2 
I 2 

3 
2 8 

1 
2 

2 4 
I 

I 

I 

I 2 
I 

II ， 
3 
I 

I 

12 5 
4 4 

1 
10 10 
1 

I 

2 
1 

2 
13 5 

1 
2 
1 

2 1 

1 1 
4 

7 
I 

I 

I 

2 

I 

I 

72 89 

④ ⑤ 
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目的地別 件 ％ 目的別 件 1919/11/11-JI 1910/1/ 1910/3/ 1910/4/ 1910/5/ ％ 

焔国 129 46.2 通過 154 1 12 57 40 44 55.2 
上海 76 27.2 商売 51 I 15 13 22 18.3 
ハルビン 50 17.9 家庭の事惜 16 I 4 7 4 5.7 
天津 5 1.8 治病 12 1 1 2 5 3 4.3 

北京 3 I.I 求職 10 3 I 2 4 3.6 
シベリア 3 I.I 居住 7 2 I 4 2.5 

黒河 2 0.7 就職 6 1 

゜
2.2 

イギリス 2 0.7 委託／派遣 6 6 I 4 2.2 

アフリカ 2 0.7 遊歴 5 3 I 1 1.8 

緩岱河 I 0.4 外交／交渉 4 I 2 1 1.4 

奉天 1 04 興行 3 2 1 I.I 

長春 I 0.4 武器購人 2 2 1 0.7 

澁洲里 1 0.4 車輌購入 I 1 0.4 
ロシア 1 0.4 就学 I 1 0.4 
フランス 1 0.4 渦査 I 0.4 
アメリカ 1 04 

計 279 100 計 279 2 24 15 72 89 100.0 

職業別 計 1919/12/ 1920/1/ 1920/3/ 1920/4/ 1920/5/ 
22-31 

内 訳

商人 81 I 4 24 27 25 ボーランド (16),チェコ (14),ラトビア (II),ギリシア (12)

技師 46 2 19 12 13 ポーランド (20), チェコ (13)

婦女 32 II 13 8 ポーランド (12)

船舶業 14 I 2 3 3 5 ラトビア (8)

学生 12 3 4 I 4 
軍人 II 3 3 3 2 チェコ (4),ポーランド (3),ルーマニア (I)

裁縫師 IO 1 I I 5 2 すべてポーランド

職人 8 I 7 
官吏 6 2 2 2 
銀行員 6 I 4 I チェコ (4), ラトビア (2)

教師 5 3 2 
医師 4 2 2 
運転手 4 I I 2 
労働者 4 4 
法曹 3 I 2 
同郷会 3 3 
俳俊 2 I I 
代理人 2 2 
木貰認？ 2 2 
典民 2 I 1 
音楽家 2 2 
電報員 2 2 
パイロット 2 2 
美術家 I I 
学者 I I 
会計士 I 1 
電気工 I I 
鉄道員 I 1 
カメラマン 1 1 
記者 I I 

通訳 1 I 
工業 1 I 
調理師 1 I 
理髪師 I I 
劇場所有者 I I 
事務員 I I 
宣教師 I I 
七双員？ I I 
不明 I I 

合計 279 3 24 91 72 89 
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一
九
二
三
年
末
に
な
っ
て
も
、

ロ
シ
ア
白
軍
の
約
九

0
0
0人
が
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
か
ら
中

ル
ビ
ン
五

0
(
一
七
・
九
％
）
で
あ
り
、
大
戦
の
終
結
で
極
東
に
い
た
半
数
近
く
の
ヨ
ー
ロ
ッ
゜
ハ
人
が
故
困
に
向
か
う
と
と
も
に
、
ほ
ぼ
同
数
が

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
か
ら
当
時
東
ア
ジ
ア
の
国
際
都
市
で
あ
っ
た
上
海
と
ハ
ル
ビ
ン
に
向
か
う
こ
と
を
望
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。
よ
り
詳
細
に

み
て
い
く
と
、
上
海
を
渡
航
先
と
し
て
申
請
し
た
者
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
が
三
―
一
人
と
半
数
近
く
を
占
め
、
ギ
リ
シ
ア
人
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア

人
、
ラ
ト
ビ
ア
人
、
エ
ス
ト
ニ
ア
人
が
そ
れ
ぞ
れ
一
割
く
ら
い
を
占
め
て
い
た
。
ま
た
、
ハ
ル
ビ
ン
を
渡
航
先
と
し
た
者
も
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人

が
三
二
名
と
六
割
く
ら
い
、
ギ
リ
シ
ア
人
が
二
割
、
ラ
ト
ビ
ア
人
が
一
割
を
占
め
て
い
た
。
多
く
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
在
華
活
動
に
関
す
る
検

討
は
今
後
の
課
題
に
な
ろ
う
が
、
本
書
第
一
四
章
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
ユ
ダ
ヤ
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
存
在
が
あ
っ
た
こ

と
は
推
測
で
き
る
。

ま
た
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
旧
ロ
シ
ア
帝
国
軍
の
祖
国
帰
還
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
日
本
や
米
困
の
シ
ベ
リ
ア
出
兵
に
応
じ
て
派
遣
さ

れ
た
東
欧
軍
の
将
兵
残
留
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
表
か
ら
は
、
一
九
二

0
年
初
頭
に
中
華
民
国
へ
の
入
国
を
希
望
す
る
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア

人
兵
士
は
四
人
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
兵
士
は
三
人
と
、
数
こ
そ
少
な
か
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
ら
を
取
り
巻
く
状
況
は
き
わ
め
て
深

刻
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
陸
軍
中
尉
テ
ク

(
T
e
c
c
)

か
ら
の
書
簡
か
ら
う
か
が
え
る
。

一
九
一
九
年
五
月
一
九
日
付
の
テ
ク
の
書
簡
に
よ
れ
ば
、
ハ
ル
ビ
ン
は
白
軍
の
糧
食
供
給
の
中
心
地
で
あ
っ
た
た
め
、
五

0
0名
ほ
ど
の
将

兵
が
い
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
彼
ら
は
同
地
の
中
困
人
商
店
と
の
取
引
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
゜
ハ
か
ら
輸
送
し
て
く
る
供
給
物
資

も
す
べ
て
海
関
を
通
過
す
る
た
め
海
関
と
の
交
渉
も
多
く
、
さ
ら
に
物
資
の
供
給
の
た
め
に
中
国
人
官
吏
と
の
交
渉
も
頻
繁
だ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
が
独
立
す
る
と
、
同
国
と
中
華
民
国
と
の
間
で
は
い
ま
だ
外
交
関
係
が
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
現
地
の
中
国

人
官
吏
は
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
軍
を
直
接
交
渉
の
相
手
と
し
て
認
め
な
く
な
り
、
テ
ク
中
尉
は
任
務
遂
行
上
多
大
な
困
難
を
抱
え
て
い
る
と
訴

え
た
の
で
あ
る
。
現
地
の
交
渉
員
だ
っ
た
偉
彊
も
、
外
交
部
宛
に
こ
う
し
た
事
情
を
訴
え
、
両
者
の
直
接
交
渉
に
つ
い
て
い
か
に
対
応
す
べ
き

か
を
打
診
し
て
い
た
。
そ
の
返
答
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
外
交
関
係
を
も
た
な
い
困
家
に
属
す
人
び
と
は
、

困
窮
し
、
疲
弊
し
き
っ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

こ
う
し
た
状
況
が
戦
後
も
し
ば
ら
く
続
い
た
。
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無
条
約
国
国
民
に
関
す
る
民
事
訴
訟
、
刑
事
訴
訟
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

3
 

華
民
国
、
日
本
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
亡
命
し
、
現
地
の
移
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
加
入
し
た
と
の
指
摘
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
表
か
ら
は
、

極
東
に
は
、
当
時
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
人
を
中
心
に
帰
国
希
望
、
そ
の
他
の
理
由
で
中
華
民
国
へ
の
入
国
も
し
く
は
通
過
を

望
む
無
条
約
国
国
民
が
少
な
か
ら
ず
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
き
の
「
無
条
約
国
人
民
章
程
施
行
細
則
」
で
は
、
い
ち
お
う
こ
う
し
た
「
正
当
な
動
機
」
を
持
つ
者
に
は
「
護
照
」
の
発
給
を
認
め
て
い
た

が
、
一
方
、
浮
浪
者
や
犯
罪
者
、
身
元
を
証
明
す
る
手
段
の
な
い
人
々
へ
の
発
給
は
ま
っ
た
＜
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
遊
民
化
し

た
人
々
や
、
旧
白
軍
か
ら
の
逃
亡
兵
士
な
ど
は
、
中
華
民
国
へ
の
入
国
は
も
と
よ
り
所
在
地
か
ら
の
移
動
が
認
め
ら
れ
ず
、
難
民
と
な
る
ほ
か

な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
例
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
た
と
え
ば
、
一
九
ニ
―
年
―
一
月
一
六
日
、
ハ
ル
ビ
ン
交
渉
員
の
董
士
恩
か
ら
外
交
部
宛

に
、
ク
ー
ロ
ン
や
キ
ャ
フ
タ
に
い
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
難
民
の
救
済
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。
こ
の
難
民
の
半
分
は
、
ロ
シ
ア
か
ら
逃

亡
し
て
き
た
軍
人
で
、
金
銭
や
証
明
書
が
な
く
立
ち
往
生
し
て
、
生
活
苦
に
喘
い
で
い
た
と
い
う
。
董
士
恩
は
、
そ
れ
ぞ
れ
両
地
に
コ
ロ
ス
ト

ベ
ッ
ツ
、
ク
バ
リ
ス
キ
ー
を
委
員
と
し
て
派
遣
し
て
、
そ
の
地
の
状
況
を
調
べ
さ
せ
た
。
こ
の
二
名
の
委
員
は
、
独
自
の
調
査
に
よ
り
、
当
該

地
の
難
民
の
多
く
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
籍
で
あ
る
こ
と
か
確
認
で
き
た
の
で
、
何
か
策
を
た
て
て
、
ハ
ル
ビ
ン
ま
で
つ
れ
て
米
て
、
そ
こ
か
ら
帰

国
の
途
に
つ
か
せ
て
や
れ
な
い
か
と
外
交
部
に
打
診
し
た
の
で
あ
る
。
董
土
恩
か
ら
外
交
部
へ
の
依
頼
は
、
こ
れ
ら
派
遣
委
員
に
対
し
て
、
現

地
の
中
国
人
官
吏
が
協
力
す
る
よ
う
に
働
き
か
け
る
こ
と
だ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
時
期
、
外
交
部
は
こ
う
し
た
難
民
問
題
に
明
確
な

対
策
を
た
て
る
こ
と
が
で
き
ず
、
彼
ら
を
放
置
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
戦
間
期
の
中
華
民
国
に
と
っ
て
、
無
条
約
国
国
民
の
法
的
処
遇
は
き

わ
め
て
困
難
を
と
も
な
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
例
で
も
わ
か
ろ
う
。

無
条
約
国
国
民
の
訴
訟
手
続
き

一
九
一
九
年
五
月
二
三
日
大
総
統
教
令
第
九
号
と
し
て
公
布
さ
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れ
た
「
審
理
無
条
約
国
人
民
民
刑
訴
訟
章
程
」
に
よ
っ
て
、
中
華
民
国
の
法
院
で
審
理
す
る
と
規
定
さ
れ
た
。
こ
の
章
程
で
は
、
無
条
約
国
国

民
に
関
す
る
訴
訟
事
件
は
一
九
一
六
年
初
級
審
判
庁
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、
代
わ
っ
て
地
方
審
判
庁
あ
る
い
は
都
統
署
審
判
処
附
設
の
地
方
法

廷
で
審
理
さ
れ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
が
な
い
地
方
で
は
地
方
官
が
そ
の
案
件
を
近
隣
の
地
方
庁
あ
る
い
は
地
方
法
廷
に
移
管
す
る
こ
と
、
新
彊
な

ど
の
遠
隔
地
で
こ
の
移
管
が
困
難
な
場
所
で
は
司
法
誨
備
処
あ
る
い
は
そ
の
他
の
官
庁
内
の
臨
時
法
廷
で
審
理
さ
れ
る
こ
と
（
第
二
条
）
、
そ
の

審
理
に
お
い
て
留
置
も
し
く
は
刑
の
執
行
が
お
こ
な
わ
れ
る
場
合
は
、
こ
れ
を
区
分
し
て
新
監
獄
に
て
収
監
さ
れ
る
こ
と
（
第
三
条
）
な
ど
が

(33) 

規
定
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
無
条
約
国
国
民
が
原
告
で
、
条
約
国
国
民
が
被
告
の
民
事
訴
訟
は
原
則
的
に
条
約
国
領
事
館
が
こ
れ
を
審
理
す
る

が
、
そ
の
他
の
ケ
ー
ス
の
審
理
は
す
べ
て
領
事
裁
判
権
の
適
用
外
で
あ
り
、
領
事
館
で
の
判
決
は
無
効
と
さ
れ
た
。
か
く
の
如
く
、
条
約
国
の

過
度
的
な
裁
判
権
の
適
用
を
阻
止
す
る
こ
の
章
程
は
、
外
交
部
か
ら
各
省
の
交
渉
員
に
発
せ
ら
れ
た
。
一
か
月
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
興
独
立

諸
国
の
国
民
に
対
し
て
、
大
総
統
令
に
よ
っ
て
そ
の
治
外
法
権
を
認
め
な
い
こ
と
が
通
達
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
通
達
が
各
国
領
事
団
に
書
簡
に
て
通
知
さ
れ
る
と
、
江
蘇
省
の
交
渉
員
は
、
オ
ラ
ン
ダ
総
領
事
か
ら
の
申
し
立
て
と
し

て
、
次
の
よ
う
に
伝
え
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
中
華
民
国
の
こ
の
種
の
裁
判
権
に
つ
い
て
ほ
ぼ
同
意
し
な
が
ら
も
、
条
約
国
領
事
館
が
無
条
約

国
国
民
を
保
護
で
き
な
い
と
い
う
一
節
に
つ
い
て
は
異
論
を
唱
え
、
世
界
各
国
の
外
交
慣
例
か
ら
み
て
こ
の
種
の
保
護
は
妥
当
で
あ
り
、
裁
判

権
を
侵
犯
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
し
、
治
外
法
権
に
も
当
た
ら
な
い
と
の
意
見
だ
っ
た
。
交
渉
員
は
、
オ
ラ
ン
ダ
総
領
事
の
主
張
に
異
を
唱
え

な
が
ら
も
、
こ
れ
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
を
外
交
部
に
問
い
合
わ
せ
た
の
だ
。
外
交
部
は
、
さ
っ
そ
く
こ
の
問
題
の
法
律
上
の
解
釈
を

司
法
部
に
打
診
し
た
と
こ
ろ
、
司
法
部
は
一
九
一
九
年
四
月
二
七
日
の
大
総
統
令
に
準
拠
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
総
領
事
の
言
い
分
を
は
ね
つ
け
、

他
国
が
代
理
し
て
無
条
約
国
国
民
を
保
護
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
と
断
固
と
し
て
主
張
し
た
。
外
交
部
は
司
法
部
の
主
張
を
も
と
に
、
江
蘇

交
渉
員
に
対
し
て
、
一
九
一
八
年
の
「
外
国
法
律
引
用
章
程
」
の
規
定
ど
お
り
、
中
華
民
国
の
法
令
に
違
反
し
な
い
範
囲
の
保
護
な
ら
ば
問
題

(36) 

な
い
旨
、
オ
ラ
ン
ダ
総
領
事
に
伝
え
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
後
述
す
る
在
華
ロ
シ
ア
人
問
題
と
と
も
に
、
保
護
民
問
題
と
外
交
上
の
代
理
業
務

の
混
同
は
、
こ
の
時
点
で
も
起
こ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
二

0
年
一

0
月
ニ
ハ
日
の
国
務
会
議
で
は
、
司
法
部
に
よ
る
「
修
改
審
理
無
条
約
国
人
訴
訟
章
程
」
案
が
建
議
さ
れ
た
。
こ

さ
ら
に
、
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翌
一
九
ニ
―
年
一
月
、
大
総
統
の
指
令
に
も
と
づ
い
て
、
お
も
に
行
政
訴
訟
を
相
当
し
た
平
政
院
は
「
審
理
特
別
行
政
訴
訟
お
よ
び
訴
願
辮

法
」
を
作
成
し
、
中
華
民
国
政
府
が
在
華
外
国
人
に
下
し
た
行
政
処
分
に
つ
い
て
の
不
服
申
し
立
て
を
改
正
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
改
正

案
に
よ
る
と
、
行
政
処
分
の
不
服
も
し
く
は
権
利
侵
害
に
つ
い
て
の
申
し
立
て
と
い
っ
た
行
政
訴
訟
は
、
平
政
院
も
し
く
は
地
方
の
官
署
に
お

(38) 

い
て
請
求
が
可
能
で
あ
り
、
条
約
国
国
民
の
み
な
ら
ず
無
条
約
国
国
民
に
も
開
か
れ
る
こ
と
が
明
文
化
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
一
九
二

0
年
八
月
二
八
日
、
ベ
ル
リ
ン
の
ド
イ
ツ
外
交
部
の
ヴ
ォ
ル
タ
ー
博
士
(Dr.
W
a
l
t
e
r
)

の
談
話
と
し
て
、
中
華
民
国
ド

ィ
ッ
領
事
館
か
ら
外
交
部
宛
に
書
簡
が
届
け
ら
れ
た
。
そ
の
談
話
は
五
月
―
二
日
に
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
ド
イ
ツ
は
領
事
裁
判
権
を
中
国
に

返
還
す
る
こ
と
に
賛
同
す
る
が
、
こ
の
こ
と
で
ド
イ
ッ
側
が
中
国
内
地
の
居
住
や
行
商
な
ど
の
自
由
と
い
っ
た
利
益
を
得
る
の
か
と
い
う
問
い

合
わ
せ
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
同
領
事
館
雛
事
秘
書
官
張
允
橙
か
ら
は
、
領
事
裁
判
権
の
返
還
は
き
わ
め
て
好
ま
し
い
こ
と
な
が
ら
、
山
東
問

題
や
ベ
ル
サ
イ
ユ
条
約
調
印
問
題
な
ど
諸
々
の
事
情
か
ら
具
体
的
に
進
ん
で
い
な
い
こ
と
、
ま
た
「
管
理
無
条
約
国
人
民
章
程
施
行
細
則
」
や

を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

の
司
法
部
に
よ
る
修
正
案
は
、
国
務
院
に
回
さ
れ
法
制
局
で
審
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
法
制
局
説
帖
」
に
よ
る
と
、
①
「
無
条
約
国
」
の

う
ち
、
イ
ラ
ン
、
ボ
リ
ビ
ア
な
ど
の
よ
う
に
中
華
民
国
と
の
間
で
条
約
が
締
結
さ
れ
た
国
も
あ
り
、
も
は
や
「
無
条
約
国
」
と
い
う
名
に
値
し

な
い
国
が
登
場
し
た
こ
と
、
②
旧
訴
訟
章
程
第
二
条
で
規
定
し
た
都
統
署
附
設
の
地
方
法
廷
管
轄
の
ク
ー
ロ
ン
、
タ
ン
ヌ
・
ウ
リ
ヤ
ン
ハ
イ
、

ウ
リ
ヤ
ス
タ
イ
、
コ
ブ
ド
で
は
、
「
地
方
庁
辮
法
」
に
準
拠
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
審
判
処
が
間
も
な
く
成
立
す
る
た
め
、
こ
の
規
定
に
修
正
が
必

要
で
あ
る
こ
と
、
以
上
二
点
が
提
言
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
変
化
に
鑑
み
、
司
法
部
が
提
出
し
た
修
正
案
と
し
て
は
、
ま
ず
章
程
の
名
称

を
「
審
理
無
領
事
裁
判
権
国
人
民
民
刑
事
訴
訟
章
程
」
と
す
る
こ
と
、
第
一
条
お
よ
び
第
三
条
に
お
け
る
「
無
条
約
国
人
民
」
を
「
無
領
事
裁
判

権
国
人
民
」
に
改
め
る
こ
と
、
第
二
条
に
お
け
る
「
都
統
署
審
判
処
」
を
「
特
別
区
域
審
判
処
」
に
変
更
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
外
交
部
も
、
こ

の
修
正
案
に
賛
同
し
た
。
こ
う
し
て
、
新
興
独
立
諸
国
の
う
ち
国
交
を
樹
立
し
た
国
民
の
民
事
刑
事
訴
訟
に
対
し
て
は
「
審
理
無
領
事
裁
判
権

国
人
民
民
刑
事
訴
訟
章
程
」
に
よ
っ
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
条
約
未
締
結
国
国
民
に
対
し
て
は
「
無
条
約
国
人
民
民
刑
事
訴
訟
章
程
」

が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
領
事
裁
判
権
を
も
た
な
い
条
約
国
と
の
関
係
は
、
不
平
等
な
関
係
を
脱
し
、
正
常
化
へ
の
一
歩
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「
無
条
約
国
人
民
民
刑
事
訴
訟
章
程
」
は
も
っ
ぱ
ら
無
条
約
国
国
民
が
対
象
で
あ
っ
た
が
、
領
事
裁
判
権
を
返
還
し
た
国
民
に
対
し
て
、

ら
法
令
を
い
か
に
適
用
し
、
民
事
、
刑
事
の
訴
訟
は
い
か
な
る
形
で
お
こ
な
わ
れ
る
の
か
不
明
な
こ
と
な
ど
の
意
見
が
添
え
ら
れ
た
。
こ
の
意

見
は
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
一

0
月
一
四
日
に
は
、
再
度
、
中
華
民
国
ド
イ
ツ
頷
事
館
か
ら
外
交
部
宛
に
、
ド
イ
ツ
の
領
事
裁

判
権
の
返
還
に
よ
っ
て
中
華
民
国
と
ボ
リ
ビ
ア
と
が
締
結
し
た
条
約
の
よ
う
に
、
中
国
内
地
の
自
由
な
居
住
や
通
商
に
関
す
る
特
権
の
取
得
可

否
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
中
国
の
新
聞
紙
上
で
は
、
ド
イ
ツ
が
領
事
裁
判
権
を
返
還
し
な
け
れ
ば
通
商
条
約
の
締
結

な
ど
あ
り
え
な
い
と
の
論
調
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
在
ド
イ
ツ
領
事
は
外
交
部
に
対
し
て
、
国
内
世
論
を
踏
ま
え
て
ド
イ
ツ
に
対
し
て
毅
然
と

(39) 

し
た
方
針
で
も
っ
て
対
応
を
望
む
と
伝
え
た
。

翌
一
九
ニ
―
年
六
月
二
八
日
、
中
華
民
固
は
ド
イ
ツ
共
和
国
と
の
間
で
「
中
独
協
約
」
を
締
結
し
、
そ
の
第
一
＿
一
条
で
は
両
国
人
民
は
生
命
お

よ
び
財
産
は
均
し
く
所
在
地
の
法
廷
の
管
轄
下
に
あ
る
こ
と
、
ま
た
在
華
領
事
裁
判
権
は
撤
廃
す
る
こ
と
な
ど
が
明
記
さ
れ
た
。
さ
ら
に
外
交

部
は
、
在
華
ド
イ
ツ
人
に
ま
つ
わ
る
訴
訟
事
件
に
つ
い
て
、
す
べ
て
新
設
の
法
廷
で
新
し
い
法
律
に
則
っ
て
審
理
し
上
告
す
る
権
利
が
あ
る
、

被
告
が
中
国
人
で
あ
れ
ド
イ
ツ
人
で
あ
れ
、
訴
訟
事
件
は
す
べ
て
所
在
地
の
法
廷
で
起
訴
さ
れ
審
判
を
受
け
る
こ
と
、
他
国
に
依
頼
し
て
「
領

事
観
審
条
例
」
に
準
拠
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
示
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
法
令
が
地
方
で
即
座
に
周
知
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
同
年
一

0
月
一
五
日
、
重
慶
関
監
督
兼
辮
通
商
交
渉
事
宜
の
陳
同
紀
か
ら
は
、
大
戦
後
重
慶
に
陸
続
戻
っ
て
く
る
ド
イ
ツ
人
の
状
況
を
鑑

み
れ
ば
、
中
国
人
と
彼
ら
と
の
間
の
訴
訟
手
続
き
は
い
か
な
る
も
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
と
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
、
中
華
民
国
外
交
部
は
、

(40) 

す
で
に
領
事
裁
判
権
の
な
い
国
民
に
対
し
て
は
、
一
律
中
華
民
国
の
法
廷
で
審
理
す
る
こ
と
を
徹
底
す
る
よ
う
に
と
指
示
し
た
。
こ
れ
は
、
す

で
に
「
中
独
協
約
」
締
結
後
の
問
合
わ
せ
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
例
も
、
地
方
で
は
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
中
華
民
国
の
制
度
改
革
の
一
環
と
し
て
、
国
籍
問
題
を
め
ぐ
る
外
交
交
渉
も
展
開
さ
れ
た
。
一
九
二
五
年
三
月
、
ス
ペ
イ
ン
籍
ァ
イ

シ
ュ
ラ
（
愛
司
拉
）
が
上
海
の
会
審
公
癬
に
ア
ヘ
ン
横
領
の
疑
惑
で
中
国
人
葉
清
和
を
訴
え
た
。
ア
イ
シ
ュ
ラ
は
イ
ン
ド
生
ま
れ
で
イ
ギ
リ
ス

国
籍
を
保
有
し
て
い
た
が
、
そ
の
父
は
バ
グ
ダ
ッ
ド
生
れ
の
ト
ル
コ
国
籍
で
あ
り
、
ア
イ
シ
ュ
ラ
自
身
は
二
重
国
籍
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
ア
イ

シ
ュ
ラ
は
一
九
―
一
年
正
式
に
イ
ギ
リ
ス
国
籍
を
離
脱
し
、
ト
ル
コ
国
籍
取
得
を
表
明
し
た
の
だ
が
、
こ
の
手
続
き
に
よ
り
ト
ル
コ
の
利
益
を

J

れ
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と
こ
ろ
が
、

ア
イ
シ
ュ
ラ
の
思
惑
と
は
異
な
り
、
中
華
民
国
と
ス
ペ
イ
ン
と
の
関
係
は
再
構
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

1
0
日
に
、
前
清
時
代
の
一
八
六
四
（
同
治
三
）
年
一

0
月
一

0
日
ス
ペ
イ
ン
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
天
津
条
約
が
満
期
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

中
華
民
国
北
京
政
府
は
こ
の
条
約
の
破
棄
を
宣
言
し
、
平
等
互
恵
、
相
互
領
土
尊
重
の
原
則
の
も
と
に
新
た
な
外
交
関
係
を
樹
立
し
よ
う
と
し

た
。
し
か
し
、
プ
リ
モ
・
デ
・
リ
ベ
ラ
将
軍
の
独
裁
体
制
が
し
か
れ
て
い
た
ス
ペ
イ
ン
側
は
旧
条
約
の
一
方
的
な
破
棄
に
強
く
抗
議
し
、
破
棄

す
べ
き
は
旧
条
約
第
二
三
条
に
規
定
さ
れ
た
関
税
お
よ
び
商
務
に
関
す
る
項
目
の
み
で
あ
る
と
通
知
し
、
そ
の
ほ
か
の
規
定
は
最
恵
国
待
遇
の

継
続
を
固
執
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
外
交
部
の
ア
ル
メ
イ
ダ
(
B
.
A
l
m
e
i
d
a
)
は
、
新
条
約
が
締
結
さ
れ
る
ま
で
旧
条
約
は
有
効
で
あ
る
と
主
張
す
る

と
と
も
に
、
南
方
の
広
東
政
府
の
存
在
を
意
識
し
つ
つ
、
北
京
政
府
は
「
中
国
の
全
部
を
代
表
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
の
に
一
方
的
な
条
約

破
棄
宣
言
を
し
た
こ
と
に
反
感
を
あ
ら
わ
に
し
た
。
し
か
し
、
中
華
民
国
は
こ
う
し
た
ス
ペ
イ
ン
側
の
抗
議
に
と
り
あ
う
こ
と
は
な
く
、
旧
条

約
に
代
わ
る
臨
時
の
法
令
を
提
起
す
る
と
と
も
に
、
国
内
の
ス
ペ
イ
ン
人
の
訴
訟
事
件
に
つ
い
て
は
「
無
領
事
裁
判
国
人
民
民
刑
訴
訟
章
程
」

（心）

に
準
じ
て
審
理
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
最
高
審
判
機
関
で
あ
っ
た
大
理
院
で
も
こ
の
件
に
つ
い
て
検
討
を
お
こ
な
っ
た
。
い
わ
ば
、
外
交
次
元

の
問
題
と
は
別
に
、
内
政
問
題
は
先
行
的
に
ス
ペ
イ
ン
の
法
的
地
位
を
決
定
づ
け
た
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
存
在
が
巻
き
起
こ
し
た
事
例
は
、
中
華
民
国
と
し
て
も
頭
を
悩
ま
せ
た
一
例
で
あ
っ
た
。

次
に
、
旧
条
約
の
有
効
性
と
い
う
点
で
微
妙
な
立
場
に
置
か
れ
た
ロ
シ
ア
人
の
事
例
を
み
て
み
た
い
。

一
九
二

0
年
九
月
一
三
日
、
大
総
統

ア
イ
シ
ュ
ラ
の
よ
う
に
ト

代
理
保
護
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
領
事
館
に
登
録
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
上
記
の
裁
判
の
二
年
前
の
一
九
二
三
年
に
は
、
ス
ペ
イ
ン
領
事
館
の
保
護

を
受
け
る
た
め
に
ス
ペ
イ
ン
国
籍
に
変
更
し
て
い
た
の
で
、
ア
イ
シ
ュ
ラ
は
裁
判
で
は
ス
ペ
イ
ン
人
と
同
様
に
治
外
法
権
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
と
主
張
し
た
の
だ
。
ス
ペ
イ
ン
領
事
も
、
彼
の
よ
う
な
無
条
約
国
国
民
が
同
国
領
事
館
に
登
録
さ
れ
た
限
り
、
同
国
の
治
外
法
権
の
利
益

を
享
受
で
き
る
と
言
い
張
っ
た
。
江
蘇
交
渉
公
署
は
、
こ
の
訴
え
に
つ
い
て
イ
ギ
リ
ス
人
陪
臣
官
と
協
議
し
た
後
、
特
派
江
蘇
交
渉
員
陳
世
光

を
通
じ
て
外
交
部
の
見
解
を
求
め
た
。
外
交
部
は
、
「
審
理
無
領
事
裁
判
権
国
人
民
民
刑
事
訴
訟
章
程
」
に
よ
り
、
無
条
約
国
国
民
で
あ
る
限

り
、
第
三
国
の
保
護
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
規
定
が
あ
り
、
ア
イ
シ
ュ
ラ
の
訴
え
も
、
ス
ペ
イ
ン
領
事
の
主
張
も
断
固
と
し
て
認
め

な
か
っ
た
。

一
九
二
七
年
一

一
月
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徐
世
昌
が
旧
ロ
シ
ア
帝
国
の
領
事
権
の
停
止
を
宣
言
す
る
と
、
在
華
ロ
シ
ア
人
の
領
事
業
務
を
い
か
に
処
理
す
る
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要

が
お
こ
っ
た
。
翌
月
に
は
ロ
シ
ア
人
管
理
の
規
定
が
公
布
さ
れ
、
領
事
館
に
代
わ
っ
て
各
省
の
交
渉
員
が
そ
の
権
限
を
代
行
す
る
こ
と
、
ロ
シ

ア
人
に
関
す
る
民
事
刑
事
訴
訟
事
件
や
刑
事
事
件
は
「
無
条
約
国
人
民
民
刑
事
訴
訟
章
程
」
に
準
拠
し
て
中
華
民
国
の
法
廷
で
審
理
さ
れ
る
こ

(43) 

と
な
ど
が
通
知
さ
れ
た
。
同
月
三
一
日
、
さ
ら
に
徐
世
昌
は
大
総
統
令
「
東
省
特
別
区
域
法
院
編
成
条
例
」
を
公
布
し
、
在
華
ロ
シ
ア
人
が
東

北
三
省
の
鉄
道
沿
線
で
獲
得
し
て
い
た
治
外
法
権
が
取
消
さ
れ
、
ロ
シ
ア
法
廷
が
撤
収
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ロ
シ
ア
人
は
中
華
民
国
の
法
廷
に

管
轄
さ
れ
る
こ
と
を
通
知
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
附
属
地
以
外
の
在
華
ロ
シ
ア
人
の
訴
訟
事
件
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
適
用
法

と
審
理
法
廷
の
両
面
で
明
確
に
規
定
さ
れ
ず
、
東
北
三
省
の
満
鉄
沿
線
以
外
の
ロ
シ
ア
人
の
司
法
管
理
問
題
は
宙
ぶ
ら
り
ん
の
状
態
に
な
っ
た

ま
ま
だ
っ
た
。

上
海
の
ロ
シ
ア
人
も
微
妙
な
立
場
に
置
か
れ
た
。
一
九
二

0
年
―
一
月
一

0
日
、
外
交
部
総
長
と
イ
ギ
リ
ス
領
事
代
理
が
会
談
し
た
と
き
、

上
海
の
ロ
シ
ア
人
問
題
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
た
。
外
交
部
総
長
は
外
交
部
が
定
め
た
「
管
理
俄
人
〔
ロ
シ
ア
人
〕
之
雛
法
」
を
イ
ギ
リ
ス
政
府
が

承
認
し
た
の
か
ど
う
か
問
い
合
わ
せ
た
。
す
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
領
事
代
理
は
、
中
華
民
国
政
府
は
在
華
ロ
シ
ア
人
の
通
常
業
務
に
つ
い
て
は
前

ロ
シ
ア
総
領
事
に
委
任
し
て
お
り
、
一
方
ロ
シ
ア
人
の
訴
訟
事
件
に
つ
い
て
は
上
海
領
事
団
代
表
が
ロ
シ
ア
人
を
合
同
審
理
に
派
遣
し
て
い
る

の
で
、
領
事
団
と
外
交
部
と
の
協
議
が
必
要
で
あ
る
と
答
え
た
。
こ
の
件
は
、
外
交
部
が
上
海
の
事
情
に
疎
い
た
め
、
上
海
交
渉
員
か
ら
の
連

絡
を
受
け
て
か
ら
再
度
協
議
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
実
際
に
は
ロ
シ
ア
人
に
関
す
る
審
理
は
会
審
公
解
で
お
こ
な
わ
れ
ず
、
な
お
旧
領
事
に

よ
る
「
護
照
」
の
発
給
権
限
も
有
効
と
さ
れ
た
。
そ
こ
で
‘
―
一
月
一
八
日
、
外
交
部
は
江
蘇
交
渉
員
宛
に
、
イ
ギ
リ
ス
領
事
代
理
の
言
い
分

(46) 

を
伝
え
た
後
、
具
体
的
な
打
開
策
が
な
い
の
か
ど
う
か
を
確
認
し
た
。
当
時
の
状
況
で
は
、
旧
ロ
シ
ア
租
界
は
警
察
の
管
轄
下
に
置
か
れ
、
在

華
旧
ロ
シ
ア
法
廷
お
よ
び
そ
の
職
員
は
存
続
さ
せ
る
が
将
来
は
中
華
民
国
が
こ
れ
ら
を
接
収
す
る
こ
と
、
当
面
は
ロ
シ
ア
人
が
被
告
の
場
合
は

ロ
シ
ア
と
中
国
の
審
判
官
が
混
合
法
廷
を
組
織
し
て
審
理
し
、
中
国
人
が
被
告
あ
る
い
は
加
害
者
の
場
合
は
中
華
民
国
の
法
廷
で
こ
れ
が
審
理

さ
れ
る
こ
と
、
東
北
三
省
の
鉄
道
附
属
地
以
外
な
ど
で
は
ロ
シ
ア
人
の
治
外
法
権
は
保
証
さ
れ
る
こ
と
、
国
内
で
ロ
シ
ア
人
が
多
い
場
所
に
は

ロ
シ
ア
人
行
政
お
よ
び
公
証
人
の
職
権
を
保
護
す
る
た
め
交
渉
員
の
な
か
に
ロ
シ
ア
人
顧
問
を
配
置
す
る
こ
と
な
ど
が
外
交
部
宛
に
照
会
さ
れ
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在
華
無
条
約
国
国
民
に
ま
つ
わ
る
問
題
は
、
以
上
見
て
き
た
よ
う
な
入
出
国
管
理
や
訴
訟
手
続
き
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
無
国
籍
民
の
商
業

行
為
に
と
も
な
う
規
制
も
重
要
な
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
条
約
未
締
結
国
の
商
品
は
中
華
民
国
に
輸
入
で
き
な
い
か
、
そ
れ
が
可

能
と
さ
れ
た
場
合
で
も
国
内
の
現
行
の
税
則
に
準
じ
て
一
律
に
課
税
さ
れ
た
が
、
こ
う
し
た
無
条
約
国
国
民
は
し
ば
し
ば
課
税
の
軽
減
を
は
か

る
た
め
に
条
約
国
国
民
に
商
品
を
委
託
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
九
一
九
年
四
月
の
「
待
遇
無
条
約
国
人
民
辮
法
」
の
公
布
以
来
、

条
約
国
領
事
は
表
面
上
第
三
国
の
保
護
を
受
け
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
自
ら
の
通
商
条
約
を
盾
に
実
質
保
護
と
変
わ
ら
な
い
取
り
扱
い
を
お
こ

な
っ
て
い
た
こ
と
も
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
財
政
部
と
外
交
部
と
の
協
議
に
よ
っ
て
、

0
関
税
~
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
対
戦
国
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
帝
国
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

1
1

ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
と
の
国
交
断
絶
後
、
輸
入
物
品
へ
の

課
税
を
検
討
す
る
必
要
が
お
こ
り
、
農
商
部
と
税
務
処
が
「
国
定
税
率
条
例
」
を
策
定
し
公
布
し
た
。
戦
後
、
こ
の
税
目
に
つ
い
て
は
再

検
討
さ
れ
、
無
条
約
国
国
民
に
対
し
て
は
新
た
に
「
関
税
徴
収
規
定
」
を
策
定
す
る
。

0
内
地
課
税
二
内
地
で
販
売
す
る
物
品
に
つ
い
て
は
流
通
税
と
し
て
の
隆
金
や
雑
捐
が
賦
課
さ
れ
、
こ
れ
は
各
省
ご
と
に
規
定
が
あ
り
、
無
条

約
国
国
民
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
免
税
の
優
遇
措
置
は
な
い
た
め
、
各
地
方
の
規
定
を
遵
守
す
る
。

0
田
賦
お
よ
び
不
動
産
契
約
税
~
「
租
建
条
約
」
で
は
外
国
人
が
租
界
以
外
に
お
け
る
田
畑
、
家
屋
な
ど
の
所
有
権
を
取
得
で
き
な
い
た
め
、

4
 

(49) 

一
九
一
九
年
五
月
、
無
条
約
国
国
民
へ
の
課
税
問
題
は
、
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
た
。

無
条
約
国
国
民
に
よ
る
商
業
活
動

(47) 
た
。
こ
の
よ
う
に
、

(48) 

い
た
の
で
あ
る
。

一
九
二
四
年
五
月
「
中
ソ
協
定
」
の
締
結
ま
で
、
同
じ
ロ
シ
ア
人
と
い
え
ど
も
、
所
在
地
に
よ
っ
て
適
用
法
が
異
な
っ
て
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無
条
約
国
国
民
に
つ
い
て
は
言
及
す
る
必
要
も
な
い
が
、
通
商
貿
易
地
に
お
け
る
措
置
は
未
定
で
あ
る
た
め
、
こ
の
地
に
お
け
る
田
賦
お

よ
び
不
動
産
契
約
税
に
つ
い
て
は
別
に
規
定
を
定
め
る
。

〇
鎖
税
お
よ
び
牙
税
、
嘗
税
~
「
鍍
業
条
例
」
第
四
条
第
一
項
に
は
、
条
約
国
国
民
と
中
国
人
と
の
合
資
に
よ
っ
て
鍍
業
権
が
取
得
で
き
る
こ

と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
む
ろ
ん
無
条
約
国
国
民
に
は
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
外
国
人
は
中
国
国
内
に
お
い
て
倉
庫
兼
仲
買
業

（
行
桟
）
を
営
む
こ
と
が
許
可
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
流
通
税
に
あ
た
る
牙
税
、
営
業
税
の
一
種
で
あ
る
嘗
税
に
つ
い
て
は
議
論
す
る

必
要
が
な
か
っ
た
。
た
だ
、
東
三
省
に
お
い
て
の
み
、
こ
の
種
の
営
業
が
許
可
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
両
税
を
課
す
こ
と
が
可
能
な
の
で
、

無
条
約
固
国
民
に
対
す
る
制
限
を
明
確
に
す
る
。

さ
ら
に
、
輸
入
物
品
の
課
税
問
題
も
重
要
な
事
項
で
あ
り
、
財
政
部
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
新
た
な
規
定
を
検
討
し
て
、
「
僑
居
境
内
無
条
約

国
人
民
課
税
簡
章
」
全
五
条
を
公
布
し
た
。
こ
の
章
程
で
は
、
無
条
約
国
国
民
が
物
品
を
輸
入
す
る
際
に
は
、
ま
ず
海
関
で
課
税
を
う
け
、
こ

れ
を
内
地
で
販
売
す
る
と
き
に
は
い
か
な
る
免
税
措
置
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
す
べ
て
地
方
政
府
に
贅
金
や
雑
捐
を
納
入
す
る
こ
と
を
義

務
付
け
（
し
た
が
っ
て
海
関
で
子
口
単
を
請
求
す
る
こ
と
は
不
可
）
、
さ
ら
に
牙
税
や
菖
税
を
納
入
す
る
よ
う
な
仲
介
業
者
に
委
託
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。

商
標
登
録
に
つ
い
て
も
、
あ
ら
た
な
規
定
が
必
要
と
さ
れ
た
。
外
固
人
が
商
標
の
保
護
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
「
商
標
法
」
第
六
条

に
よ
る
登
録
が
必
要
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
商
標
の
保
護
権
は
、
無
条
約
国
の
商
人
が
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
、

一
九
一
九
年
六
月
に
は
、
無
条
約
国
国
民
は
中
華
民
国
国
内
で
農
林
業
、
鉱
業
、
エ
商
業
、
漁
業
、
農
業
な
ど
に
お
い
て
業
務
上
の
特
許
を
取

得
す
る
権
利
は
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
甘
粛
省
に
い
た
多
く
の
ロ
シ
ア
人
商
人
の
う
ち
、
セ
フ
チ
ェ
ン
コ
（
世
福
全
科
）
は
閾
州

で
世
福
全
行
な
る
店
舗
を
構
え
、
巨
額
の
資
金
で
当
地
の
金
融
を
独
占
し
、
少
な
か
ら
ぬ
皮
革
を
手
中
に
入
れ
、
地
元
の
警
察
と
も
癒
着
し
て

い
た
。
そ
の
他
の
ロ
シ
ア
人
商
人
も
、
各
徴
収
局
が
天
津
の
海
関
に
お
こ
な
っ
た
報
告
に
も
と
づ
い
て
、
国
内
商
品
運
搬
の
伝
票
（
聯
単
）
を

発
給
し
て
も
ら
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
世
福
全
行
だ
け
で
な
く
、
ロ
シ
ア
人
の
商
店
が
甘
粛
省
財
政
に
与
え
る
影
響
は
き
わ
め
て
大
き
か
っ
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ま
た
、

ら
れ
な
か
っ
た
。

た
。
と
こ
ろ
か
、
税
務
督
孵
孫
宝
埼
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

産
を
購
入
す
る
こ
と
は
、
条
約
国
の
商
人
に
だ
け
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
、

(50) 

外
交
部
に
訴
え
た
。
し
か
し
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
時
点
で
も
、

こ
の
よ
う
に
外
国
人
商
人
が
内
地
に
お
い
て
伝
票
（
聯
単
）
で
も
っ
て
地
元
の
物

セ
フ
チ
ェ
ン
コ
の
よ
う
な
ロ
シ
ア
人
商
人
に
は
許
さ
れ
な
い
と

ロ
シ
ア
と
の
旧
条
約
は
有
効
だ
っ
た
た
め
、
孫
宝
埼
の
言
い
分
は
認
め

ハ
ン
ガ
リ
ー
人
商
人
が
、
一
九
二
二
年
六
月
に
上
海
の
海
関
で
商
標
登
録
を
申
請
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
中
華
民
国
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
と

の
間
で
ト
リ
ア
ノ
ン
条
約
に
調
印
を
し
て
お
ら
ず
、
通
商
条
約
も
締
結
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
を
無
条
約
国
国
民
と
し

て
認
定
し
、
こ
の
申
請
を
認
め
な
か
っ
た
。
も
と
よ
り
、
海
関
で
商
標
登
録
を
申
請
す
る
な
ど
前
例
が
な
く
、
こ
れ
ま
た
認
め
る
こ
と
な
ど
で

き
な
い
根
拠
と
し
て
伝
え
た
。

こ
う
し
た
無
条
約
国
園
民
を
め
ぐ
る
商
標
登
録
問
題
は
、
そ
の
後
も
頻
繁
に
お
こ
っ
た
。
た
と
え
は
、
一
九
二
五
年
一
月
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
商
店
が
北
京
に
代
理
人
を
派
遣
し
て
、
商
標
登
録
を
申
請
し
た
。
と
こ
ろ
か
、
商
標
局
は
「
商
標
法
」
第
六
条
に
従
い
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と

通
商
条
約
が
締
結
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
こ
れ
を
拒
絶
す
る
し
か
な
い
と
外
交
部
に
訴
え
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
三
月
に
は
同
様
に
チ
ェ

コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
商
人
が
、
八
月
に
は
ギ
リ
シ
ア
の
商
人
、
一
―
月
に
は
エ
ス
ト
ニ
ア
の
商
人
が
同
じ
よ
う
に
商
標
登
録
を
申
請
し
た
。
こ
の

ギ
リ
シ
ア
人
商
人
の
場
合
、
ギ
リ
シ
ア
が
フ
ラ
ン
ス
の
保
護
国
と
い
う
理
由
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
人
商
人
と
同
様
な
取
扱
い
に
な
る
べ
き
だ
と
商

標
局
に
訴
え
た
。
商
標
局
か
ら
の
連
絡
に
対
し
、
外
交
部
通
商
司
は
、
ギ
リ
シ
ア
と
の
通
商
条
約
が
締
結
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
フ
ラ
ン
ス
の

(52) 

保
護
国
と
認
定
で
き
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
ギ
リ
ン
ア
人
商
人
の
訴
え
を
却
下
し
た
。
さ
ら
に
、
羽
立
年
六
月
に
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
商
人

が
商
標
登
録
を
申
請
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
外
交
部
は
、
中
華
民
国
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
通
商
条
約
が
ま
も
な
く
締
結
さ
れ
る
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
の
で
、
い
ま
の
と
こ
ろ
そ
の
申
請
を
受
諾
で
き
な
い
と
つ
っ
ば
ね
た
。
一
九
二
七
年
七
月
に
も
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
商
人
が
商
標
局
で

登
録
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
商
人
が
在
華
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
民
は
オ
ラ
ン
ダ
領
事
館
の
管
轄
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
中
華
民
国
と
ハ
ン
ガ

(54) 

リ
ー
の
間
で
通
商
条
約
が
締
結
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
そ
の
申
請
は
受
諾
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
が
、
こ
れ
も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
問
題
は
、
つ
づ
く
南
京
国
民
政
府
へ
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
中
華
民
国
北
京
政
府
は
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
な
ど
の
無
条
約
国
国
民
に
対
す
る
一
元
的
管
理
を
実

現
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
は
、
清
末
の
よ
う
に
条
約
国
に
よ
る
保
護
国
民
と
そ
う
で
な
い
無
条
約
国
国
民
と
の
違
い
を
設
定
せ
ず
、
ま
た
入
団

や
越
境
、
無
条
約
国
国
民
の
生
計
に
つ
な
が
る
民
事
刑
事
訴
訟
や
商
業
活
動
上
の
特
権
を
解
消
さ
せ
、
中
華
民
国
の
裁
判
権
を
回
復
さ
せ
る
試

み
だ
っ
た
。
中
華
民
国
北
京
政
府
の
外
交
上
の
営
為
は
、
「
修
約
外
交
」
の
成
果
と
し
て
評
価
さ
れ
て
よ
い
し
、
無
条
約
固
国
民
へ
の
規
制
強

化
は
内
政
上
の
裁
判
権
回
復
の
ひ
と
つ
の
成
果
を
示
す
も
の
と
し
て
指
摘
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
中
華
民
国
北
京
政
府
の
時
代
に
お
い
て
は
、
チ
リ
な
ど
小
国
を
除
き
条
約
国
国
民
へ
の
裁
判
権
は
及
ん
で
お
ら
ず
、
条
約

匪
国
民
の
特
権
を
規
制
す
る
こ
と
は
困
難
だ
っ
た
。
同
じ
「
外
国
人
」
に
対
し
て
も
、
条
約
国
と
無
条
約
国
に
よ
る
法
規
制
の
差
が
存
在
し
た

こ
と
は
、
保
護
国
化
や
帰
化
そ
の
他
の
制
度
的
手
段
を
用
い
て
、
北
京
政
府
の
管
理
体
制
を
逃
れ
よ
う
と
す
る
「
外
国
人
」
の
存
在
を
否
定
で

き
ず
、
属
人
的
支
配
の
脆
弱
化
を
促
す
一
因
と
な
っ
て
い
た
こ
と
も
看
過
し
て
は
な
る
ま
い
。
本
章
で
は
、
北
京
政
府
に
よ
る
ョ
ー
ロ
ッ
パ
な

ど
の
無
条
約
国
国
民
、
無
国
籍
民
に
対
す
る
施
策
と
そ
れ
に
伴
う
事
例
を
と
り
あ
げ
た
が
、
同
時
期
の
も
う
ひ
と
つ
の
中
華
民
国
政
府
で
あ
っ

た
広
東
政
府
に
つ
い
て
の
検
討
も
必
要
で
あ
ろ
う
し
、
一
九
―
一
八
年
に
成
立
し
た
南
京
国
民
政
府
の
対
応
も
検
討
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

お
わ
り
に

こ
の
よ
う
に
、
通
商
条
約
が
未
締
結
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
中
華
民
国
国
内
で
の
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
無
条
約
国
の
商
人
に
よ
る
商
業
行

為
が
大
幅
に
規
制
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
無
条
約
国
の
商
人
か
ら
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
規
制
を
免
れ
る
方
法
の
ひ
と
つ
が
、
条
約
団
の
保
護
国

民
で
あ
る
と
訴
え
る
か
、
あ
る
い
は
条
約
国
の
国
籍
に
帰
化
す
る
こ
と
が
、
安
易
な
が
ら
最
も
有
効
な
方
法
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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思
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9
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I
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M
a
c
m
i
l
l
a
n
,
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9
3
3
,
 p
p
.
 
92ー
9
5
.

2

坂
野
正
高
「
第
一
次
大
戦
か
ら
五
舟
ま
で
国
権
回
収
運
動
覚
書
」
（
植
田
捷
雄
編
『
現
代
中
国
を
鏡
る
世
界
の
外
交
』
野
村
書
店
、

一
九
頁
）
。

3
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萌
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』
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0
0
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―
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0
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。

5

江
川
英
文
は
、
外
国
人
の
居
住
地
域
を
開
市
場
か
ら
五
0
キ
ロ
以
内
と
す
る
見
解
に
つ
い
て
は
、
条
約
解
釈
上
の
諸
説
が
あ
る
こ
と
を
論
証
し
、
こ
れ
を
旅
行

す
る
範
囲
内
に
す
ぎ
な
い
と
述
べ
て
い
る
（
江
川
英
文
『
中
華
民
国
に
於
け
る
外
国
人
の
法
的
地
位
』
(
-
)
、
中
華
民
国
法
制
研
究
会
、
一
九
三
八
年
、
一
四
ニ
ー

一
五
一
頁
）
。

6

一
九
0
八
年
七
月
一
0
日
、
外
務
部
↓
徳
雷
使
、
照
会
（
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
橿
案
館
所
蔵
外
交
部
橿
案
0
三
ー
三
四
、
九
ー
(
-
)
「
管
理
無
条
約
国

人
民
案
」
）
。
以
下
に
あ
げ
る
外
交
部
橿
案
は
、
す
べ
て
同
櫂
案
館
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
。

7

一
九
0
八
年
一
0
月
八
日
、
外
務
部
↓
南
北
洋
大
臣
各
省
督
撫
、
沓
（
同
上
）
。

8
一
九
0
九
年
四
月
五
日
、
外
務
部
↓
徳
、
法
、
墨
、
美
、
和
、
英
、
俄
、
日
本
、
日
、
葡
、
比
、
瑞
典
、
奥
、
義
、
古
巴
各
国
公
使
、
照
会
（
外
交
部
橿
案

0
1
―
-
|
-
―
一
四
、
一
0
|
（
一
）
「
無
条
約
国
人
民
待
遇
僻
法
案
」
）
。

，
一
九
0
九
年
四
月
五
日
、
外
務
部
↓
各
国
公
使
館
、
照
会
（
外
交
部
櫂
案
0
三
ー
三
四
、
九
ー
（
一
）
「
管
理
無
条
約
国
人
民
案
」
）
。

1
0
一
九
0
八
年
四
月
二
六
日
、
外
務
部
↓
俄
廊
使
、
照
会
（
外
交
部
福
案
0
三
ー
三
四
‘
1
0
|
（
一
）
「
無
条
約
国
人
民
待
遇
鼎
法
案
」
）
。

11 

K
o
o
,
 K. 
W, Th
e
 Sta
苔
ミ
A
l
i
e
m
in 
China, 1
9
1
2
 (
N
e
w
 York, A
M
S
 Press Edition, 1
9
6
8
)
,
 p
p
.
 3
4
3ー

3
4
4
.

1
2
一
九
―
-
0
年
―
―
一
月
一
六
日
、
王
景
岐
（
法
権
討
論
委
員
会
委
員
）
「
審
理
東
省
特
別
区
域
以
外
之
俄
民
訴
訟
孵
法
意
見
書
」
（
外
交
部
蟷
案
0
1
―
-
|
-
―
一
四
、
―
-
|

（
一
）
「
収
回
治
外
法
権
案
羞
唄
事
裁
判
権
撤
銅
之
文
電
」
）
。

13

植
田
捷
雄
『
支
那
の
租
界
ー
商
埠
地
・
租
借
地
・
治
外
法
権
ー
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
―
―
―
九
年
、
一
五
0
|
―
五
一
頁
。

14

一
九
一
九
年
二
月
ニ
―
―

-
B
、
内
政
部
↓
外
交
部
、
公
函
（
外
交
部
橿
案
0
1
二
|
―
二
四
、
九
ー
(
-
)
「
管
理
無
条
約
国
人
民
案
」
）
。

15

一
九
一
九
年
四
月
五
日
、
外
交
部
↓
財
政
部
、
司
法
部
、
農
商
部
、
内
務
部
、
函
（
同
上
）
。

16

一
九
一
九
年
四
月
一
0
日
、
外
交
部
↓
国
務
院
、
杏
呈
稿
（
同
上
）
。

一
八
ー
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17

一
九
一
九
年
四
月
二
四
日
、
ソ
連
領
事
館
↓
外
交
部
、
函
、
及
び
一
九
一
九
年
四
月
三
0
日
、
外
交
部
↓
ソ
連
領
事
館
、
函
（
と
も
に
同
上
）
。

1
8
一
九
一
九
年
四
月
二
九
日
、
海
軍
部
↓
外
交
部
、
函
、
及
び
一
九
一
九
年
五
月
一
八
日
、
一
九
日
、
陸
軍
部
↓
外
交
部
、
公
函
（
と
も
に
同
上
）
。

19

『
政
府
公
報
』
第
一
―
六
0
号
、
中
華
民
国
北
京
政
府
、
一
九
一
九
年
四
月
―
一
八
日
。

2
0
『
政
府
公
報
』
第
一
―
二
五
号
、
中
華
民
国
北
京
政
府
、
一
九
一
九
年
六
月
二
三
日
。

2
1
一
九
一
九
年
一
0
月
七
日
、
内
務
部
↓
外
交
部
、
杏
（
外
交
部
橿
案
0
三
ー
一
＿
＿
四
‘
-
0
ー
（
一
）
「
無
条
約
国
人
民
待
遇
辮
法
案
」
）
。

22

一
九
一
九
年
―
一
月
二
五
日
、
外
交
部
↓
内
務
部
、
函
（
外
交
部
播
案
0
―
ニ
ー
三
四
、
九
ー
（
二
）
「
管
理
無
条
約
国
人
民
案
」
）
。

2
3
一
九
一
九
年
一
0
月
一
七
日
、
外
交
部
↓
内
務
部
、
杏
（
外
交
部
播
案
0
―
ニ
ー
三
四
‘
-
0
|
（
一
）
「
無
条
約
国
人
民
待
遇
辮
法
案
」
）
~
一
九
一
九
年
―
一
月

三
十
日
、
内
務
部
↓
外
交
部
、
公
函
（
外
交
部
播
案
0
三
ー
三
四
、
九
ー
（
二
）
「
管
理
無
条
約
国
人
民
案
」
）
。

24

一
九
一
九
年
九
月
一
九
日
、
外
交
部
↓
内
務
部
、
函
（
外
交
部
福
案
0
三
ー
三
四
、
九
ー
（
二
）
「
管
理
無
条
約
国
人
民
案
」
）
。

25

一
九
一
九
年
九
月
―
一
六
日
、
内
務
部
↓
外
交
部
、
函
（
同
上
）
。

26

一
九
二
0
年
一
0
月
四
日
、
江
蘇
交
渉
員
↓
外
交
部
、
呈
（
同
上
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
東
北
三
省
や
上
海
の
租
界
で
は
、
こ
れ
と
違
っ
た
規
定
も
見
ら
れ
、
外

国
人
が
中
華
民
国
領
土
内
の
法
的
空
間
を
一
元
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
困
難
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
見
て
と
れ
る
。

27

一
九
一
九
年
―
i

月
―
一
九
日
、
外
交
部
↓
駐
外
各
使
領
館
、
通
函
（
同
上
）
。

2
8
一
九
一
九
年
―
―
一
月
七
日
、
内
務
部
↓
外
交
部
、
函
（
同
上
）
。

2
9
一
九
一
九
年
―
一
月
五
日
、
内
政
部
↓
外
交
部
、
函
~
一
九
一
九
年
―
一
月
一
0
日
、
外
交
部
↓
内
務
部
、
函
~
一
九
一
九
年
―
一
月
一
九
日
、
内
政
部
↓
外

交
部
、
函
~
一
九
―
1
0
年
一
月
七
日
、
内
政
部
↓
外
交
部
、
函
（
い
ず
れ
も
同
上
）
。

30

一
九
一
九
年
―
二
月
九
日
「
秋
顧
問
意
見
書
」
（
外
交
部
播
案
0
1
―
-
|
―
-
＿
四
‘
-
0
|
（
-
）
「
無
条
約
国
人
民
待
遇
辮
法
案
」
）
。

3
1
一
九
―
-
0
年
―
一
月
―
―
一
日
、
拉
脱
維
亜
外
交
総
長
↓
中
国
外
交
総
長
、
一
九
二
0
年
五
月
二
二
日
、
外
交
部
↓
駐
英
施
公
使
、
函
、
一
九
二
0
年
八
月
―
一
五
日
、

駐
英
使
館
↓
外
交
部
、
函
（
と
も
に
同
上
）
。

3
2
一
九
二
0
年
一
0
月
四
日
、
江
蘇
交
渉
員
↓
外
交
部
、
呈
（
外
交
部
播
案
〇
＝
―
|
三
四
、
九
—
（
二
）
「
管
理
無
条
約
国
人
民
案
」
）
。

33

一
九
―
-
0
年
三
月
、
司
法
部
↓
外
交
部
、
杏
（
外
交
部
権
案
0
-
二
|
-
―
一
四
、
一
0
|
（
一
）
「
無
条
約
国
人
民
待
遇
塀
法
案
」
）
。
こ
れ
は
、
む
ろ
ん
国
務
院
会
議

で
の
審
議
案
と
な
っ
た
。

34

一
九
二
0
年
三
月
―

-
B、
司
法
部
↓
外
交
部
、
杏
（
同
上
）
。
翌
日
、
こ
の
司
法
部
の
主
張
が
国
務
院
会
議
で
も
承
認
さ
れ
、
外
交
部
に
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
が
申

し
渡
さ
れ
た
(
-
九
―
-
0
年
三
月
三
日
、
国
務
会
議
↓
外
交
部
、
議
案
（
外
交
部
橿
案
0
三
ー
三
四
‘
1
0
|
（
二
）
「
無
条
約
国
人
民
待
遇
辮
法
案
」
）
。

35

一
九
―
-
0
年
三
月
六

B
、
外
交
部
↓
省
特
派
交
渉
員
・
埠
交
渉
員
、
訓
令
（
外
交
部
橿
案
0
三
ー
三
四
‘
-
0
|
（
一
）
「
無
条
約
国
人
民
待
遇
辮
法
案
」
）
。
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3
6
一
九
二
0
年
一
＿
一
月
一
＿
九
日
、
江
蘇
交
渉
員
↓
外
交
部
、
呈
（
同
上
）
。
一
九
二
0
年
四
月
一
0
日
、
司
法
部
↓
外
交
部
、
杏
~
一
九
二
0
年
四
月
二
三
日
、
外
交

部
↓
特
派
江
蘇
交
渉
員
、
指
令
（
と
も
に
外
交
部
橿
案
0
1
―
―
ー
三
四
‘
1
0
|
（
二
）
「
無
条
約
国
人
民
待
遇
辮
法
案
」
）
。

37

一
九
―
-
0
年
一
0
月
―
1
0
日
、
院
秘
書
庁
↓
外
交
部
、
函
己
同
年
一
0
月
ニ
―
日
、
外
交
部
↓
国
務
院
、
函
ニ
司
法
総
長
董
康
「
司
法
部
修
改
審
理
無
条
約
国

人
民
民
刑
訴
訟
章
程
附
法
制
局
説
帖
」
(
-
九
二
0
年
一
0
月
二
0
日
、
国
務
院
↓
外
交
部
、
函
）
（
と
も
に
外
交
部
橿
案
0
1
―
―
ー
三
四
‘
1
0
|
（
-
）
「
無
条
約

国
人
民
待
遇
辮
法
案
」
）
。

38

一
九
ニ
―
年
一
月
ニ
―
一
日
、
平
政
院
院
長
張
国
治
↓
外
交
部
総
長
、
杏
（
同
上
）
。

39

一
九
―
-
0
年
八
月
二
八
日
、
駐
和
使
館
居
在
復
↓
外
交
部
、
公
函
、
一
九
―
-
0
年
一
0
月
一
四
日
、
駐
和
使
館
唐
在
復
↓
外
交
部
、
函
（
と
も
に
外
交
部
播
案

0
-
―
―
ー
―
―
一
四
‘
-
|
（
-
―
-
）
「
収
回
治
外
法
権
案
」
）
。
中
華
民
国
の
対
ボ
リ
ビ
ア
条
約
に
関
す
る
最
恵
固
待
遇
条
款
に
つ
い
て
は
、
川
島
真
、
前
掲
書
、
三
―
一
四
ー

三
二
五
頁
を
参
照
の
こ
と
。

40

一
九
ニ
―
年
一
0
月
一
五
日
、
重
慶
関
監
督
兼
辮
通
商
交
渉
事
宜
陳
同
紀
↓
外
交
部
総
長
、
呈
ニ
同
年
一
0
月
二
日
、
外
交
部
↓
重
慶
関
監
督
、
指
令
（
外
交

部
櫓
案
0
三
ー
三
四
‘
-
O
I
(
-
）
「
無
条
約
国
人
民
待
遇
辮
法
案
」
）
。

41

一
九
二
五
年
三
月
一
九
日
、
江
蘇
交
渉
員
↓
外
交
部
総
長
、
代
電
（
同
上
）
。

42

一
九
二
七
年
―
一
月
―
1
0
日
、
司
法
部
↓
外
交
部
、
杏
。
一
九
―
一
七
年
―
―
一
月
一
四
日
、
駐
日
宋
善
良
代
孵
↓
外
交
部
、
沓
（
と
も
に
外
交
部
橿
案
0
1
―
-
|

二
三
、
六
三
ー
(
―
-
）
「
日
斯
巴
尼
亜
案
」
）
。

43

注
之
成
『
上
海
俄
僑
』
上
海
三
聯
書
店
、
一
九
九
三
年
、
一
五
五
頁
。

44

一
九
二
0
年
―
一
月
一
八
日
、
旧
白
使
↓
外
交
部
、
照
会
（
外
交
部
櫓
案
0
三
ー
―
―
一
四
‘
-
|
（
-
―
-
）
「
収
回
治
外
法
権
案
」
）
。

45
前
掲
「
審
理
東
省
特
別
区
域
以
外
之
俄
民
訴
訟
雛
法
意
見
書
」
。

46

一
九
―
-
0
年
―
一
月
一
0
日
、
政
務
司
紗
存
「
英
領
問
答
第
四
一
号
」
＂
同
月
一
八
日
、
外
交
部
↓
特
派
江
蘇
交
渉
員
、
電
（
と
も
に
外
交
部
襦
案
0
三
ー

三
四
‘
-
|
（
三
）
「
収
回
治
外
法
権
案
」
）
。

47

一
九
二
0
年
―
一
月
一
八
日
、
日
白
使
↓
外
交
部
、
照
会
（
同
上
）
。

48

た
だ
し
、
そ
の
後
も
上
海
に
い
る
亡
命
ロ
シ
ア
人
を
め
ぐ
る
民
事
刑
事
紛
争
は
会
審
公
解
が
取
り
扱
う
こ
と
は
少
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
に
組
織
さ
れ
た
「
上

、
、
、
、

海
俄
難
民
権
利
委
員
会
」
と
「
上
海
白
俄
僑
民
委
員
会
」
に
よ
っ
て
自
治
的
に
処
理
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
中
華
民
国
の
法
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
一
九
三
二
年
一
月
に
こ
れ
ら
が
統
一
し
て
「
上
海
俄
僑
公
共
聯
合
会
」
が
発
足
し
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
（
圧
之
成
、
前
掲
書
、
一
八
一

1

一
八
四
）
。

49

一
九
一
九
年
五
月
一
九
日
、
財
政
部
↓
外
交
部
、
沓
。
ほ
ぼ
同
様
な
内
容
は
、
次
の
文
書
に
も
あ
る
。
年
代
未
定
、
財
政
総
長
襲
心
湛
↓
国
務
総
理
、
呈
（
外
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交
部
福
案

01
―
一
ー
三
四

‘
-
0ー
(
-
)
「
無
条
約
国
人
民
待
遇
揺
法
案
」
）
。

50

一
九
二
二
年
五
月
八
日
、
税
務
処
↓
外
交
部
、
杏
（
外
交
部
福
案
0
三
ー
一
八
、
一
―
一
三
ー
（
二
）
「
匈
牙
利
国
人
商
標
案
」
）
。

ル
コ
で
も
外
国
人
の
営
業
を
制
限
す
る
法
令
が
公
布
さ
れ
、
中
華
民
国
と
同
様
な
状
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

51

一
九
一
三
年
六
月
―
二
日
、
農
商
部
↓
外
交
部
適
商
司
、
函
（
同
上
）
。

52

一
九
―
一
五
年
一
月
―
―
一
日
、
商
標
局
↓
外
交
部
通
商
司
、
司
函
己
同
年
三
月
五
日
、
商
標
局
↓
外
交
部
通
商
司
、
司
函
己
同
年
八
月
―
一
日
、
商
標
局
↓
外
交

部
通
商
司
、
司
函
ら
回
年
―
一
月
一
三
日
、
商
標
局
↓
外
交
部
通
商
司
、
函
（
と
も
に
外
交
部
楕
案

0-
―
-
|
―
八
、
一
―
七
ー
（
四
）
「
無
条
約
国
人
呈
請
商
標
註

冊
未
便
照
准
案
」
）
。

53

一
九
二
六
年
六
月
一
日
、
商
標
局
↓
外
交
部
通
商
司
、
函
（
同
上
）
。

54

一
九
二
七
年
七
月
一
八
日
、
商
標
局
↓
外
交
部
通
商
司
、
呈
（
外
交
部
構
案
0
三
ー
一
八
、

【
付
記
】
本
章
は
、
拙
稿
「
第
一
次
大
戦
後
の
在
華
外
国
人
管
理
問
題
ー
条
約
未
締
結
国
国
民
の
法
的
処
遇
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
ア
ジ
ア
研
究
』
第
五
二
巻
第
三
号
、

―
1
0
0六
年
七
月
）
を
も
と
に
、
二

(
2
)
を
補
足
し
た
ほ
か
、
大
幅
に
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。 ―

ニ
―
―
-
|
（
二
）
「
匈
牙
利
国
人
商
標
案
」
）
。

一
九
―
―
―
一
年
六
月
一
六
日
、
ト
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